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三
角
縁
神
獣
鏡

田

口

義

之

今
年
は
、
新
年
早
々
、
奈
良
県
の
黒
塚
古

墳
か
ら
三
十
二
面
の

「
三
角
縁
神
獣
鏡
」

が
出
土
し
た
と
し
て
、
新
聞
の
紙
面
が
騒
が

し
い
。

私
が
こ
の

コ
ー
ス
を
知
っ
た
の
は
新
開
発

表
が
あ
っ
た
二
日
前
の
一
月
八
日
の
こ
と
だ
。

某
紙
の
記
者
が
晩
に
電
話
を
か
け
て
き
て
、

奈
良
天
理
の
黒
塚
古
墳
か
ら
三
角
縁
神
獣

鏡
が
三
二
面
も
出
土
し
た
、
つ
い
て
は
感
想

を
聞
か
せ
て
頂
け
る
方
を
紹
介
し
て
ほ
し

い
、
福
山
支
局
は
女
性
が
当
た
っ
た
、
と
い
つ

の
だ
。
さ
っ
そ
く
当
会
の
古
代
史
に
関
心
の

あ
る
女
性
会
員
を
紹
介
し
た
が
、
私
も
こ
の

知
ら
せ
に
は
驚
い
た
。
な
に
し
ろ

「
三
二

枚
」
で
あ
る
。
そ
れ
も
今
ま
で
出
土
し
な
い

と
言
わ
れ
て
い
た
大
和
の
中
心
地
で
出
土

し
た
の
だ
。

三
角
縁
神
獣
鏡
の
名
前
を
初
め
て
聞
い

た

（見
た
）
の
は
高
校
の
頃
の
こ
と
だ
。
当

時
、
歴
史
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
私

は
、
乏
し
い
小
遣
い
で
文
英
堂
の
国
民
の
歴

史
第
二
巻

『女
王
国
の
出
現
』
を
手
に
入

れ
、
こ
の
本
の
中
で
初
め
て

冒
三
角
縁
神
獣

鏡
』
の
文
字
を
読
み
、
そ
れ
が
邪
馬
台
国
の

女
王
卑
弥
呼
が
魏
の
皇
帝
よ
り
下
賜
さ
れ

た

「銅
鏡
百
枚
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
有
名
な
小
林

行
雄
氏
で
、
同
氏
が
初
め
て
今
日
定
説
と

化
し
て
い
る

『同
箔
鏡
理
論
』
を
発
表
し
た

の
が
こ
の
本
だ
と
言
う

の
だ
か
ら
奇
妙
な

縁
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
小
林
理
論
で
あ
る
が
、
初
め

て
読
ん
だ
と
き
か
ら

一
つ
だ
け
腑
に
落
ち

な
い
点
が
あ
っ
た
。
小
林
氏
に
よ
れ
ば
魏
の

明
帝
か
ら
下
賜
さ
れ
た
同
鏡
百
枚
は

「
国

中
に
示
す
」
た
め
、
卑
弥
呼
か
ら
各
地
の
首

長
に
送
ら
れ
た
が
、
こ
の
鏡
は
そ
の
ま
ま
首

長
と
共
に
葬
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
数
世
代

「伝
世
」
し
た
後
、
古
墳
時
代
の
始
ま
り
と

共
に
古
墳
に
埋
め
ら
れ
た
と
言
う
、
い
わ
ゆ

る

『伝
世
鏡
理
論
』
で
あ
る
。
私
は
こ
の
理

論
を
初
め
て
読
ん
だ
時
、
不
思
議
な
気
持

ち
に
と
ら
わ
れ
た
。
「
な
ぜ
直
接
に
与
え
ら

れ
た
首
長
と
共
に
埋
葬
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
」
「
な
ぜ
数
世
代
伝
世
さ
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
の
か
…
…
ピ

今
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
小
林
先
生

も
こ
こ
が

一
番
苦
し
い
点
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
う
。
「
同
氾
鏡
理
論
」
が
発
表
さ
れ
た

頃
、
古
墳
時
代
の
始
ま
り
は
四
世
紀
初
頭

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
卑
弥
呼
が
銅
鏡
百
枚

を
手
に
入
れ
た
の
は
、
西
暦
二
百
三
十
九
年

の
ン」と
で
あ
る
。
ン」の
間
、
六
十
年
の
歳
月

が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
を
ど
う
考
え

る
か
。
小
林
先
生
は
、
こ
れ
を
首
長
が
自
己

の
権
威
を
主
張
す
る
た
め
鏡
を
持
つ
伝
え

た
期
間
と
考
え
た
。
小
林
先
生
は
古
墳
時

代
の
始
ま
り
を
大
和
朝
廷
の
成
立
と
同
時

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
朝
廷
に
服

属
し
た
各
地
の
首
長
達
は
、
そ
の
権
威
を
大

和
の
大
王
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
権
威
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
を
失
っ
た

鏡
は
そ
の
首
長
の
死
と
共
に
古
墳
に
埋
め

ら
れ
た
と
言

つヽ
の
だ
。

し
か
し
、
い」の
問
題
は
古
墳
時
代
の
開
始

を
よ
り
古
く
設
定
す
れ
ば
解
決
の
付
く
問

題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ン」
の
疑
間
は
次
第
に

解
消
し
つ
つ
あ
る
。
大
阪
府
の
池
上
曽
根
遺

跡
で
発
見
さ
れ
た
柱
根
の
年
輪
測
定
に
よ

る
実
年
代
の
確
定
は
、
ン」
の
傾
向
に
拍
車
を

か
け
た
。
今
ま
で
西
暦
二
世
紀
と
考
え
ら

れ
て
い
た
弥
生
中
期
の
実
年
代
が
西
暦
紀

元
前
後
と
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
弥

生
中
期
の
実
年
代
は

一
気
に
百
年
ほ
ど
古

く
な
っ
た
。
こ
れ
に
連
動
し
て
古
墳
時
代
の

実
年
代
が
さ
か
の
ぼ
る
の
は
理
の
当
然
で
あ

ろ
つヽ
。

現
在
、
古
墳
時
代
の
開
幕
を
遅
く
と
ら

え
る
学
者
は
ま
だ
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
問

題
は
年
輪
測
定
法
な
ど
の
進
歩
に
よ
っ
て

決
着
が
付
く
と
見
て
い
る
。
「卑
弥
呼
の
墓
」

が
「古
墳
」
と
断
定
で
き
る
時
期
が
、
す
ぐ

そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い
る
。

一
月
十
四

・
十
五
日
の
両
日
、
こ
の
黒
塚

古
墳
の
現
地
説
明
会
が
発
掘
担
当
者
に

よ
っ
て
催
さ
れ
た
。
私
も
十
五
日
の
早
朝
福

山
を
発
っ
て
こ
の
「
現
説
」
に
駆
け
つ
け
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、

さ
す
が
に
人
々
の
関
心
は
高
く
午
前
八
時

三
十
分
に
現
場
に
到
着
し
た
と
き
に
は
既

に
長
蛇
の
列
で
あ
っ
た
。
待
？

」
と

一
時
間

で
、私
も
こ
の
「
世
紀
の
大
発
見
」
の
現
場
を

目
に
し
た
。
わ
ず
か
数
分
で
は
あ
っ
た
が
、
鈍

く
青
色
に
光
る
鏡
と
生
々
し
い
朱
の
赤
色

を
瞼
に
焼
き
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
年
来
の
疑
間
に
終
止
符

を
打
？

」
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
報
道
の

通
リ
ョ
一角
縁
神
獣
鏡
」
は
棺
内
で
は
な
く
、

死
者
を
守
る
よ
う
に
ま
わ
り
に
立
て
並
べ

ら
れ
て
い
た
。
「伝
世
」
さ
れ
る
ほ
ど
の
貴
重

な
鏡
な
ら
、
さ
れ
よ
う
の
な
い
「扱
い
」
方
で

あ
っ
た
。
「
こ
の
鏡
は
伝
世
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
」
、
こ
れ
が
率
直
な
私
の
感
想
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
、新
た
な
疑
間
が
沸
い
て
く

る
の
も
事
実
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
二
一角
縁

神
獣
鏡
は
卑
弥
呼
が
魏
の
皇
帝
か
ら
下
賜

さ
れ
た
「銅
鏡
百
枚
」
に
当
た
る
の
か
ど
う

か
、今
後
の
展
開
に
期
待
し
た
い
。
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出
雲
、
石
見

一
泊
旅
行
の
思
い
で

小

島

袈
裟
春

【神
原
神
社
古
墳
】

私
が
初
め
て
こ
の
古
墳
を
見
学
に
来
た

の
は
昭
和
五
十
九
年
の
事
だ

っ
た
。

三
角
縁
神
獣
鏡
に
付
い
て
は
、
当
時
は

未
だ

「魏
志
倭
人
の
条
」
に
記
載
さ
れ
た
、

倭
の
女
王
卑
弥
呼
が
魏
の
皇
帝
か
ら
下
賜

さ
れ
た

「銅
鏡
」
、
と
の
見
解
が
多
数
で

あ

っ
て
、
特
に

「景
初
三
年
」
と
、
女
王

卑
弥
呼
が
魏
の
皇
帝
に
遣
使
し
た
紀
元
二

三
八
年
を
示
す
三
角
縁
神
獣
鏡
が
、
こ
の

古
墳
か
ら
出
土
し
た
事
は
そ
の
説
を
補
強

し
、
併
せ
て
同
鏡
が
圧
倒
的
に
出
土
し
て

い
る
大
和
が

「魏
志
」
に
記
さ
れ
た

「邪

馬
台
国
」
と
の
、
所
謂

「卑
弥
呼
大
和
説
」

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

此
の
紀
年
銘
が
記
さ
れ
た

「三
角
縁
神

獣
鏡
」
は
昭
和
四
十
七
年
の
調
査
で
発
見

さ
れ
た
。
然
し
そ
の
後

「邪
馬
台
国
」
論

争
が
盛
ん
に
な
る
に
連
れ
て
、
三
角
縁
神

獣
鏡
に
幾
つ
か
の
疑
間
が
出
て
き
た
。

其
の

一
、
出
土
数
が
三
百
枚
を
越
え
て

卑
弥
呼
に
下
賜
さ
れ
た

一
百
枚
を
大
幅
に

上
回
る
事
。

其
の
二
、
現
在
時
点
で
中
国
本
土
で
は

三
角
縁
神
獣
鏡
は

一
面
も
出
土
し
て
い
な

い
事

（但
し

「
三
角
縁
画
像
鏡
」
は
紹
興

市
付
近
で
多
数
出
て
い
る
。
社
会
思
想
社

刊

『鏡
』
よ
り
）
。

又

一
九
八

一
年
以
降
か
ら
中
国
社
会
科

学
院
考
古
研
究
所
所
長
、
王
仲
殊
氏
の
論

文
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、
三
角
縁
神
獣
鏡

に
記
さ
れ
た

「銘
文
」
の
研
究
か
ら
こ
の

銅
鏡
は
三
国
時
代
の

「呉
の
国
」
の
工
人

達
が
何
等
か
の
理
由
で
倭
国

（日
本
）
に

渡
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
結
論
し
、

日
本
の
考
古
学
会
に

一
石
を
投
じ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

な
お
又
前
記
し
た
紹
興
市
は
江
南
の
地

方
で
三
国
時
代
の

「呉
の
国
」
で
有
る
事

は
右
の
説
を
補
強
し
て
余
り
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
三
角
縁
神
獣
鏡
が
紀
元
二

三
八
年
、
女
王
卑
弥
呼
が
魏
の
皇
帝
か
ら

下
賜
さ
れ
た
銅
鏡
と
は
異
な
る
と
し
て
も

三
角
縁
神
獣
鏡
が

「邪
馬
台
国
」
大
和
説

補
強
す
る
意
義
は
変
わ
ら
な
い
、
と
私
は

堅
く
信
じ
る
の
で
有
る
が
、
其
の
理
由
に

付
い
て
は
此
処
で
は
控
え
る
。

さ
て
こ
の
様
な
思
い
を
秘
め
て
の
今
回

（平
成
九
年
）
の

「備
陽
史
探
訪
の
会
」

に
依
る
再
訪
で
あ

っ
た
が
実
は
前
回

（昭

和
五
十
九
年
）
訪
ね
た
前
の
年
に
、
近
く

の
荒
神
谷
に
於
い
て

「銅
剣
三
五
八
本
」

が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
私
も
勿
論
見
学
し

た
の
で
あ
る
が
、
其
の
時
歩
い
た
山
肌
か

ら
後
で

「銅
矛
と
銅
鐸
」
が
出
土
し
た
、

と
知

っ
て

「銅
鐸
を
踏
ん
で
い
た
の
か
」

と
驚
き
を
新
た
に
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
今
回
も
又
、
昨
年
す
ぐ
北
の
加

茂
谷
か
ら

「銅
鐸
三
十
九
個
」
が

一
括
出

土
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
神
原
古
墳

の
上
に
立

っ
て
次
の
宝
物
は
何
処
か
ら
発

見
さ
れ
る
の
か
と
、
廻
り
の
山
々
を
眺
め

渡
し
た
事
で
あ

っ
た
。

【
一
畑
薬
師
】

此
の
薬
師
様
は
目
の
病
に
あ
ら
た
か
な

霊
験
が
有
る
と
世
間
に
聞
こ
え
て
い
る
。

私
の
家
内
も
日
は
余
り
良
く
な
い
の
で

是
非
参
拝
し
て
ご
利
益
に
預
か
り
た
い
と

日
頃
考
え
て
い
た
の
で
ご
案
内
を
頂
い
て

誠
に
有
難
か
っ
た
。

頂
い
た
資
料
に
依
れ
ば
、
毛
利
元
就
も

此
の
薬
師
を
厚
く
信
仰
し
、
堂
塔
の
修
理

や
喜
捨
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
と
云
う
。
勿

論
信
仰
と
供
に
人
気
の
あ
る
寺
社
と
信
頼

関
係
を
維
持
す
る
事
は
、
領
国
経
営
の
重

要
な
事
項
な
の
で
も
あ
る
。

【鰐
淵
寺
】

天
台
宗
の
大
寺
院
と
し
て
古
代
は
修
験

道
の
道
場
。
中
世
以
降
は
僧
兵
を
擁
し
、

広
大
な
寺
領
を
保
持
し
て
、
出
雲
大
社
の

別
当
寺
と
な
り
又
学
問
の
府
と
し
て
の
名

声
も
高
か
っ
た
浮
浪
山
鰐
淵
寺
。
私
も
か

ね
て
か
ら
訪
ね
て
み
た
い
寺
で
あ
っ
た
。

有
名
な
宝
物
は
秋
の
曝
涼
の
時
に
見
学

が
で
き
る
と
の
事
な
の
で
其
の
機
会
に
又

尋
ね
て
見
た
い
と
思
う
。

米
原
正
義
著

「尼
子

一
族
」
に
依
れ
ば

尼
子
経
久
発
願
の

「法
華
経
千
部
読
誦
」

座
を
富
田
城
に
近
い
清
水
寺
と
鰐
淵
寺
が

毎
回
の
ご
と
く
争

っ
た
が
、
次
第
に
清
水

寺
を
重
視
す
る
尼
子
氏
の
姿
勢
に
、
晴
久

の
代
に
な

っ
て
間
も
な
く
、
鰐
淵
寺
は
尼

子
氏
を

「
見
放
し
た
」
と
あ
る
。

毛
利
元
就
が
鰐
淵
寺
と
深
く
結
び
付

い

た
時
期
は
そ
の
頃
の
事
で
あ
ろ
う
か
。
機

敏
な
元
就
は
同
寺
と
出
雲
大
社
を
味
方
に

付
け
た
。
そ
れ
が
後
々
ま
で
出
雲
の
国
の

経
営
に
役
立

つ
事
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

【小
早
川
正
平
の
墓

（八
騎
塚
こ

ご
案
内
の
田
国
会
長
が

「
人
間
の
運
と

不
運
、
と
は
此
の
様
な
も
の
な
の
か
。
と

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
」
そ
う
言

っ
て
其

の
墓
地
の
周
辺
に
漂
う
、
異
様
な
雰
囲
気

の
事
を
話
し
て
下
さ

っ
た
。
小
道
の
突
き

当
た
る
岡
の
麓
、
本
立
に
包
ま
れ
て
小
さ

く
古
い
八
つ
の
五
輪
塔
が
並
び
、
中
央
に

後
世
の
供
養
塔
と
思
わ
れ
る
大
き
な
宝
筐

印
塔
が
建

っ
て
い
た
。

天
文
十
二
年

（
一
五
四
三
年
）
五
月
、

尼
子
の
富
田
城
攻
め
に
失
敗
し
て
退
却
す

る
大
内
軍
に
遅
れ
て
小
早
川
家
の
当
主
、

正
平
は
主
従
僅
か
八
人
で
鳶
巣
川
を
渡
る

所
を
、
落
ち
武
者
狩
り
の

一
揆
に
襲
わ
れ

非
業
の
最
後
を
遂
げ
た
。
弱
冠
二
十

一
才

で
あ

っ
た
。
探
訪
の
会
副
会
長
の
中
村
氏

が

「
一
緒
の
兵
士
は
二
三
百
人
も

い
た
ろ

う
に
、
何
で
離
れ
た
の
か
」
と
嘆

い
た
。

私
の
思
い
も
同
じ
だ
が
、
或

い
は
追
撃
す

る
敵
と
戦

っ
て
い
て
、
主
人
を
先
に
逃
が

を
富
田
城
内
に
て
行
う

「法
会
」
の
第

一
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し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
小
早
川
家

の
不
運
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
幼
少
の

嗣
子
繁
平
は
眼
病
の
為
失
明
し
て
家
督
を

継
げ
ず
、
毛
利
元
就
の
三
男
隆
景
を
女
婿

と
し
て
迎
え
入
れ
て
、
小
早
川
氏
の
男
系

は
絶
え
た
。

不
運
は
未
だ
続
く
。
隆
景
は
大

い
に
活

躍
し
て
小
早
川
氏
の
名
声
を
高
め
は
し
た

が
子
孫
を
残
す
事
が
出
来
ず
、
豊
臣
秀
吉

の
甥
、
秀
秋
を
迎
え
入
れ
る
羽
目
に
追
込

ま
れ
る
。
そ
の
秀
秋
は

「将
」
と
し
て
の

器
に
欠
け
関
ヶ
原
の
合
戦
に
土
壇
場
で
豊

臣
方
を
裏
切
り
、
悪
評
の
中
で
備
前
、
美

作
五

一
万
石
の
大
名
と
な

っ
た
が
、
錯
乱

の
生
活
の
中
で
、
宗
祖
正
平
同
様
二
十
才

の
若
さ
で
非
業
の
死
を
遂
げ
、
こ
こ
に
名

実
共
に
名
族
小
早
川
宗
家
は
断
絶
し
た
の

で
あ

っ
た
。　
三
ハ
ｏ
二
年
の
事
で
あ
る
。

そ
れ
は
多
分
、
八
騎
塚
に
眠
る
正
平
の

怨
念
な
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
血
の
繋
が
り

の
無

い
人
物
が
家
名
を
継
ぐ
事
を
嫌

っ
た

の
だ
と
私
は
そ
う
考
え
る
。

【山
吹
城

（大
森
銀
山
町
こ

山
城
跡
の
探
索
こ
そ
備
陽
史
探
訪
の
会

の
醍
醐
味
な
の
で
あ
る
。
比
高
二

一
〇
米
、

爪
先
登
り

二
十
分
、
其

の
先

に

コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
階
段
が
六
四
〇
段
続

い
て
い
た
。

そ
の
道
は
城
跡
の
北
東
角
に
取
り
付
く
。

突
然
開
け
た
視
界
に
雑
草
に
覆
わ
れ
た

長
さ
六
、
七
十
米
、
幅
十
二
、
三
米
の
長

大
な
郭
が
二
段
続
き
、
其
の
上
に
広
々
と

し
た
郭
が
三
段
あ
る
。
最
高
所
の
広
場
の
真

中
に
山
吹
城
跡
と
陰
刻
し
た
石
柱
が
建
っ

て
い
た
。
其
の
広
場
が
主
郭
の
よ
う
だ
。

主
郭
の
反
対
側
も
段
々
に
下
が
っ
て
、

沢
山
の
郭
が
見
え
る
。
此
の
山
城
の
縄
張

り

（基
本
設
計
）
は
北
東
か
ら
南
西
に
郭

が
連
続
す
る
連
郭
式
で
、　
一
般
的
な
縄
張

り
と
云
え
る
が
、
変

っ
て
い
る
の
は
主
郭

と
南
側
の
郭
と
の
間
に
大
規
模
な
堀
切
を

設
け
て
連
結
を
絶
ち
、
馬
出
し
と
云
う
厳

重
な
通
路
を
設
置
し
て
あ
る
点
で
あ
る
。

北
側
は
宗
徒
の
家
臣
達
、
南
側
に
雇
い

入
れ
の
武
士
を
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

主
郭
か
ら
の
眺
望
は
三
六
〇
度
の
絶
景

で
北
は
日
本
海
が
チ
ラ
リ
と
望
め
、
東
は

銀
山
町
、
東
南
に
間
近
く
有
名
な
仙
の
山

が
見
え
る
。
仙
の
山
頂
は
昔
は
銀
が
自
然

銀
と
し
て
露
出
し
て
い
た
の
だ
そ
う
だ
。

今
年

（平
成
九
年
）
十

一
月
の
県
博
の

講
座
で
下
津
間
康
夫
先
生
が
永
禄
十

一
年

（
一
五
六
八
年
）
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ド

ラ
ー
ド
が
作
成
し
た
海
図

（日
本
図
）
に

は
出
雲
の
西
に

「銀
鉱
山
王
国
」
と
記
し

て
あ

っ
て
、
当
時
既
に
世
界
有
数
の
大
鉱

山
だ

っ
た
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

山
吹
城
は
其
の
銀
鉱
山
と
銀
山
町
を
守

り
、
支
配
す
る
為
に
築
か
れ
た
山
城
な
の

で
あ
る
が
、
何
故
か
此
の
城
は
攻
め
ら
れ

る
と
必
ず
落
城
し
、
守
る
と
必
ず
敗
け
る

と
云
う
不
思
議
な
城
で
あ

っ
た
。

試
み
に
探
訪
の
会
の
資
料
か
ら
抜
粋
す

る
と
、
銀
山
の
初
期
は
大
内
氏
が
管
理
し

て
い
た
が
享
禄
四
年

（
一
五
三

一
年
）
小

笠
原
長
隆
、
銀
山
奪
取
。
（以
下
紀
元
年
で

記
す
）

一
五
三
二
年
大
内
氏
奪
回
。　
一
五

三
七
年
尼
子
氏
奪
取
。　
一
五
二
九
年
大
内

氏
奪
取
。　
一
五
四
〇
年
小
笠
原
長
隆
奪
取

一
五
五

一
年
陶
晴
賢
奪
取
。
五
六
年
毛
利

氏
奪
取
。　
一
五
五
八
年
尼
子
方
、
本
城
常

光
奪
取
。
此
の
後
本
城
氏
は
毛
利
軍
の
攻

撃
を
良
く
守

っ
た
が

一
五
六
二
年
、
毛
利

氏
は
調
略
に
依

っ
て

（城
を
預
け
る
と
約

束
し
て
）
降
伏
さ
せ
、
す
ぐ
本
城

一
族
を

謀
殺
し
て
山
吹
城
を
乗
っ
取

っ
た
。

翌

一
五
六
三
年

（永
禄
六
年
）
毛
利
氏

は
銀
山
を
朝
廷
と
幕
府
に
献
上
し
、
自
ら

は
其
の
代
官
と
な

っ
た
。

此
れ
に
依

っ
て
山
吹
城
は
三
十
二
年
間

に
渡
る
、
血
塗
ら
れ
た
歴
史
に
終
止
符
を

打

っ
た
の
で
あ
る
。

今
、
此
の
山
頂
に
残
さ
れ
た
数
々
の
郭

の
跡
を
廻
り
歩
い
て
見
る
と
、
ど
う
し
て

あ
れ
程
簡
単
に
落
城
が
繰
返
さ
れ
た
の
か

と
、
大
き
な
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。

資
料
等
の
説
明
に
よ
る
と
最
終
的
に
勝

利
を
得
た
毛
利
氏
が
改
築
し
た
の
で
有
ろ

う
と
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
も
有
ろ
う
が
私

は
本
城
常
光
に
注
目
す
る
。永
禄
元
年
２

五
五
八
年
）
か
ら
四
年
間
、
毛
利
軍
の
数

回
に
渡
る
大
規
模
の
攻
撃
を
撃
退
し
た
の

で
あ
る
。
其
の
守
備
力
は
並
々
で
は
な
い
。

今
に
残
る
堅
固
な
縄
張
り
こ
そ
、
四
年
間

を
守
り
抜

い
た
本
城
常
光

の
原
動
力

で

あ

っ
た
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。

一
九
九
七
年

一
二
月

嗣
刹
凱
引
劃
副
劇

碁
後舞吐翌
蝉
鰤

一
《主
な
探
訪
予
定
地
》
　

　

　

一

す鱚
舞
趙
顎

一一舞赫鳴輌　赫ｍ̈師却『ほ像前一

一
・
募
集
定
員
　
先
着

（
（

本 資
］
¨
一
¨
［
峙
一
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一
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方

一 法
月

一
一
ぃ
一
¨
疇
［

牌
始

一

一
※ ．

嚇
地
集

『
の

「
―ま 田 口

讐
時

理
』

半
に
「有

一

仁

鰤
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今
日
⌒七
日
）は
何
の
日

門

田

幸

男

一
月
七
日
の
テ
レ
ビ
で
美
保
関
の
ス
ミ

付
け
祭
り
の
風
景
が
写
さ
れ
て
い
た
。
私

は
、
聴
力
不
足
で
声
の
解
説
は
聞
き
取
れ

な
い
が
顔
に
ス
ミ
を
塗
ら
れ
て
真

っ
黒
に

な

っ
て
も
別
段
腹
を
立
て
た
様
子
も
見
ら

れ
な
か
っ
た
か
ら
、
納
得
で
き
る
何
か
が

あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
私
流
の
解
釈

を
立
て
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

ス
ミ
と
云
っ
て
も
書
道
に
使
う
墨
汁
で

は
な
く
て
、
ナ
ベ
底
や
カ
マ
ド
の
ス
ミ
を

使

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
も
油
煙
が
材

料
で
あ
る
か
ら
結
局
、
火
の
燃
え
か
す
、

即
ち
ス
ス
だ
と
思
う
。
ス
ス
は
火
生
土

（灰
）
の
理
に
よ
っ
て
土
気
に
属
す
る
事

に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
故
に
ス
ミ
を
塗
ら

れ
た
人
は
土
生
金

（金
銀
や
そ
の
鉱
石
は

土
の
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
る
理
屈
）
の
理

に
よ
っ
て
金
気
の
持
性
堅
＝
健

（音
が
同

じ
）
、
言
い
換
え
れ
ば
無
病
息
災
（健
康
長

寿
）
が
与
え
ら
れ
る
事
に
な
る

（七
赤
金

気
の
七
日
に
や
る
か
ら
最
大
の
効
果
が
得

ら
れ
よ
う
）
。

有
名
な
東
大
寺
二
月
堂
の
お
水
取
り

（旧
二
月
現
在
は
三
月
）
で
は
二
月
堂
の

舞
台
で
振
り
回
す
松
明
の
火
の
粉
が
滝
の

よ
う
に
流
れ
落
ち
る
光
景
が
印
象
的
だ
が
、

こ
の
降

っ
て
く
る
火
の
粉

（燃
え
カ
ス
）

を
つ
め
か
け
た
参
拝
者
が
争

っ
て
拾
う
と

云
う
。
こ
の
土
生
金

（堅
即
ち
健
）
の
利

（理
）
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
ら
し
い
。
や
っ
て
い
る
東
大
寺
二
月

堂
そ
の
も
の
に
は
土
剋
水

（暴
れ
る
水
に

は
土
堤
を
築
い
て
対
抗
す
る
理
屈
）
の
理

に
よ
っ
て
壬
癸
の
水
気
の
冬
の
寒
気
を
遮

断
す
る
作
用
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

俗
に
お
水
取
り
が
す
ま
な
い
と
本
格
的
な

春
は
来
な
い
と
云
わ
れ
る
程
だ
か
ら
、
修

二
会
と
呼
ぶ
仏
事
で
あ
る
と
同
時
に
、
春

を
呼
ぶ
呪
術
で
も
あ
る
事
を
物
語

っ
て
い

Ｚり
。毎

夜
の
お
松
明
の
火
の
粉
の
雨
に
よ
っ

て
寒
気
が
追
放
さ
れ
た
後
に
二
月
堂
下
の

若
狭
井

（奈
良
の
都
の
真
北
、
若
狭
国
の

神
宮
寺
で
は
同
日
お
水
送
り
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
水
が
山
坂
を
越
え
て
奈
良
に
送
ら

れ
る
は
ず
が
な
く
、
水
は
水
気
の
北
か
ら

来
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
呪
術
の
水
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
二
月
堂
下
に
あ

っ
て
も
若

狭
井
と
呼
ぶ
訳
で
あ
る
。
）
で
汲
ん
だ
水
が

椿

（木
偏
に
春
と
書
く
故
に
）
の
造
花
が

堂
内

一
杯
に
飾
ら
れ
た
二
月
堂
の
佛
に
供

え
ら
れ
る
事
で
水
生
木

（春
は
甲
乙
の
木

気
）
の
理
に
よ
っ
て
春
の
気
に
満
ち
、
そ

の
後
水
を
頂
い
た
参
拝
者
が
奈
良
の
都
大

路
に
春
の
気
を
ふ
り
ま
き
な
が
ら
、
家
路

に
つ
く
と
云
う
こ
と
に
な
る
わ
け
な
の
だ

と
私
は
理
解
し
て
い
る
。

向
こ
う
の
方
か
ら
ど
う
し
た
、
七
草
粥

の
講
釈
は
や
ら
ん
の
か
と
、
云
う
声
が
し

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る

（そ
ら
耳
か

も
）
の
で
、
ご
存
知
と
は
思
う
が
、　
一
席

申
し
上
げ
る
。

新
聞
や
雑
誌
で
お
せ
ち
料
理
に
飽
き
た

胃
腸
に
こ
こ
ち
良
い
な
ど
と
解
説
し
て
い

る
が
、
と
ん
で
も
な
い
誤
解
で
あ
る
。
昔

の
人
は
飽
食
等
で
き
た
は
ず
が
な
い
。
ま

ず
採

っ
て
き
た
七
草
を
マ
ナ
板
に
乗
せ
て

包
丁

（注
①
）
で
叩
く
の
だ
が
次
の
様
な

唱
え
言
を
す
る
。
「七
草
な
ず
な
唐
土
の
鳥

が
渡
ら
ぬ
先
に
」
と
か
、
「唐
土
の
鳥
と
日

本
の
鳥
と
合
わ
せ
て
バ
タ
バ
タ
」
な
ど
と

唱
え
て
い
る
（注
②
）
。
唐
土
は
日
本
の
西

に
在
り
、
鳥
を
酉

（西

・
金
気
の
秋
の
真

盛
り
の
月
）
と
書
き
換
え
れ
ば
、
呪
術
の

心
が
見
え
て
来
る
。

七
草
の
七
と
云
う
数
も
九
星
の
七
赤
金

気

（西
）
の
七
を
用
い
た
の
で
あ
る
ら
し

い
。
田
畑
に
は
鳥
に
奪
わ
れ
る
よ
う
な
作

物
が
存
在
し
な
い
こ
の
時
季
に
ど
う
し
て

鳥
が
追
わ
れ
る
の
か
も
酉
と
書
き
換
え
る

こ
と
で
理
解
可
能
と
な
る
。
七
赤
金
気
の

酉
は
金
剋
木
の
理

（金
属
刃
物
で
木
気
の

植
物
は
切
り
殺
さ
れ
る
）
に
よ
っ
て
本
気

の
作
物
の
成
育
も
又
損
な
わ
れ
る
理
屈
と

な
る
の
で
正
月

（旧
暦
で
は
春
の
始
め
）

に
入
る
と
共
に
邪
魔
物
は
今
の
内
に
殺
せ

七
草
を
あ
げ
く
の
は
て
に
食
べ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
影
も
形
も
無
く
な
る
徹
底

的
な
殺
し
方
な
の
で
あ
る
。

マ
ナ
板
の
上

の
七
草
は
単
な
る
野
草
で
は
な
く
唐
土
の

鳥
で
あ
り
金
気
の
酉
な
の
だ
と
考
え
る
こ

と
で
、
七
草
粥
の
裏
側
の
意
味
が
見
え
て

く
る
。
回
り
く
ど
い
考
え
方
の
よ
う
に
見

え
る
が
、
金
剋
殺
の
迎
春
呪
術
は
外
に
も

あ
る
。

金
気
の
代
表
天

（六
白
金
気
、
注
③
）

の
身
代
わ
り
と
し
て
丸
く
て
白
く
て
固
い

大
豆
を
火
熱
で
殺
し
て
本
気
の
春
の
到
来

を
妨
げ
る
鬼

（注
④
）
と
名
付
け
て
屋
外

に
投
げ
捨
て
た
り
、
食
べ
て
し
ま
う
節
分

（立
春
の
前
夜
、
注
⑤
）
の
行
事
や
大
豆

を
と
う
ふ
に
し
て
焼
い
て
凍
ら
せ
て
煮
る

等
念
入
り
に
殺
し
て
食
べ
る
黒
川
能
で
有

名
に
な
っ
た
扇
祭

（別
名
、
と
う
ふ
祭
り
、

山
形
県
櫛
引
町
春
日
神
社

・
旧
正
月

・
現

在
二
月

一
日
催
行
）
な
ど
で
あ
る
。
テ
レ

ビ
番
組
で
は
精
進
料
理
な
ど
と
浅
い
見
方

し
か
し
て
い
な
い
。
吉
野
民
俗
学
を
知
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。

注
①
　
又
は
本
の
棒

注
②
　
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
録
音
し
て
い
る
。

注
③
　
天
円
地
方
と
云

っ
て
天
は
丸
い
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

注
④
　
福
は
勿
論
五
穀
豊
穣
の
事

注
⑤
　
伊
勢
の
神
島
で
は
大
晦
日
に
行
う

が
、
節
分
と
同
じ
春
に
な
る
前
夜

で
あ
る
。

と
ば
か
り
に
唐
土
の
鳥
の
代
理
と
し
て
の



備陽史探訪 81号 平成10年 2月 7日

大
原
か
ら
鞍
馬
へ
の
旅

石

井

し
お
り

十

一
月
二
十
三
日
、
初
冬
の
巷
に
紅
葉

折
り
敷
く
の
大
原
か
ら
鞍
馬
、
貴
船

へ
の

旅
に
出
る
。

待
望
の
そ
の
朝
は
、
ま
た
と
な
い
小
春

日
和
、
好
天
と
普
段
の
行

い
の
良

い
の
を

結
び
付
け
て
、
互
い
に
褒
め
合

い
な
が
ら

京
都
に
着
く
。
直
ち
に
バ
ス
に
て
大
原

ヘ

直
行
、
次
第
に
多
く
な
る
人
の
波
と
団
体

バ
ス
に
翻
弄
さ
れ
通
し
で
三
千
院

に
到

着
。午

前
八
時
福
山
発
か
ら
只
今
丁
度
十

一

時
半
で
あ
る
。
茶
店
に
腰
を
お
ろ
し
て
名

物
の
山
菜
御
飯
を
頂
く
。
店
を
出
て
、
小

さ
な
魚
山
橋
を
渡
り
、
参
旨
の
石
段
を
上

が
る
道
も
、
息
苦
し
い
ま
で
の
人
の
群
れ

が
押
し
合

つヽ
。

阿
弥
陀
三
尊
を
拝
み
や
っ
と
お
庭
に
出

る
と
、
秋
の
日
に
エ
メ
ラ
ル
ド
の
よ
う
な

彩
り
の
杉
苔
が
、
日
の
前

い
っ
ぱ

い
に
拡

が
る
。
子
供
地
蔵
さ
ん
が
数
体
、
苔
の
中

か
ら
半
分
姿
を
現
わ
し
て
い
て
、
可
愛
ら

し
さ
に
微
笑
ん
で
し
ま

っ
た
。

三
千
院
か
ら
少
し
山
道
を
登
る
と
、
来

迎
院
に
入
る
。
僧
正
円
仁
さ
ま
が
中
国
か

ら
持
ち
帰
ら
れ
た

″天
台
声
明
″
の
発
祥

の
寺
で
あ
る
と
い
う
。
」ヽ
の
仏
教
音
楽
は
、

そ
の
後
の
日
本
民
謡
、
謡
曲
、
歌
舞
伎
等

に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

い
わ
れ
て

い
る
。

来
迎
院
か
ら
再
び
三
千
院
の
前
に
戻
り

右
に
行
く
と
実
光
院
の
玄
関
が
見
え
て
く

る
。
こ
こ
の
風
情
の
あ
る
作
庭
に
、
秋
か

ら
翌
年
春
ま
で
咲
き
続
け
る
と
い
う

″
不

断
桜
″
と
い
う
名
の
名
木
が
立

っ
て
い
た

現
実
、
初
冬
の
風
に
揺
れ
る
桜
の
花
び
ら

が
、
カ
メ
ラ
の
放
列
を
浴
び
て
い
る
。

次
は
宝
泉
院
、
富
士
山
の
形
に
見
え
る

大
き
な
五
葉
の
松
が
あ
り
、
樹
齢
も
さ
ぞ

や
と
思
わ
せ
る
太

い
幹
が
ピ
ン
ク
色
で
、

生
気
帳
る
い
の
ち
に
驚

い
て
し
ま

っ
た
。

や
が
て
部
び
た
野
辺
を
辿
り
辿
る
ほ
ど

に
、
小
高

い
丘
に
つ
づ
く
石
段
の
上
に
、

品
良
く
小
さ
な
件
ま
い
の
寂
光
院
が
、
現

わ
れ
て
き
た
。

平
家
物
語
や
謡
曲
で
わ
が
胸
の
奥
に
描

い
て
い
た
そ
の
ま
ま
が
、　
一
幅
の
絵
の
よ

つヽ
に
立

っ
て
い
る
。

晴
れ
渡
る
洛
北
の
空
と
杜
を
背
に
、
朱

に
輝
く
柿
の
点
描
の
中
で
、
楚
々
と
立
つ

そ
の
姿
は
、
何
と

い
う
美
し
さ
優
雅
さ
で

あ
ろ
う
。
幾
世
を
越
え
て
き
た
史
実
の
重

さ
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
そ
の
姿
と
、
今
の
時
代
の
い
く

さ
や
、
も
ろ
も
ろ
の
悲
し
み
を
重
ね
合
わ

せ
て
、
諸
行
無
常
の
思

い
を
深
く
す
る
。

す
で
に
は
や
五
時
半
、
寂
光
院
と
地
続

き
の
大
原
山
荘
に
旅
装
を
解
く
。

露
天
風
呂
あ
り
の
案
内
板
に
う
れ
し
く

な

っ
て
、
石
造
り
の
階
を
登
る
。

ま
だ
あ
た
り
に
入
影
は
な
く
、
夕
陽
が

紅
葉
を
透
き
通
し
て
キ
ラ
め
か
せ
、
野
趣

そ
の
も
の
、
朦
朧
の
湯
気
に
包
ま
れ
た
わ

が
身
は
、
自
然

の
中

へ
溶
け
込

ん
で
し

ま

っ
た
。

夕
食
は
ぼ
た
ん
鍋
、
そ
の
お
い
し
い
こ

と
、
は
る
ば
る
や
っ
て
き
た
甲
斐
あ
り
と

大

い
に
メ
ー
ト
ル
を
上
げ
る
。

二
十
四
日
朝
八
時
過
ぎ
、
大
原
山
荘
出

発
。
江
文
峠
を
越
え
静
原
を
歩
く
。
そ
れ

は
昔
な
が
ら
の
風
情
が
残
る
野
辺
の
道
で

あ

っ
た
。

や
が
て
鞍
馬
の
町
に
入
り
、
狭

い
軒
並

に
も
在
り
し
日
の
面
影
が
漂

っ
て
い
る
。

仁
王
門
を
潜
り
、
由
岐
神
社
に
突
き
当

つ

づ

ら

お

り

た
る
。
こ
こ
よ
り
九
十
九
折
の
急
坂
を
曲

が

っ
て
、
や
っ
と
鞍
馬
寺

へ
。

義
経
が
遮
那
王
と
呼
ば
れ
て
い
た
幼
い

頃
、
修
業
に
励
ん
だ
石
く
れ
の
山
坂
は
こ

こ
な
ん
だ
と
、
そ
の
昔
、
五
条
大
橋
で
、

大
兵
の
弁
慶
を
手
玉
に
取

っ
た
稚
児
姿
の

牛
若
丸
を
思
い
浮
か
べ
、
感
無
量
で
あ

っ

た
。急

峻
な
こ
の
細
い
山
道
に
加
え
、
昼
な

お
暗
く
天
を
突
く
ば
か
り
の
杉
木
立
、
名

も
知
ら
ぬ
鳥
が
す
る
ど
く
喘
い
て
空
気
を

ひ
き
裂
く
、
天
狗
も
、
物
の
怪
も
、
さ
ま

よ

っ
て
い
る
か
も
と
、
瞬
間
、
背
筋
に
冷

た
い
も
の
が
走
る
。

義
経
の

″背
比
べ
石
″
を
左
に

″木
の

根
道
″
に
足
を
取
ら
れ
て
転
び
つ
つ
降
り

て
行
く
と
、
本
の
間
蔭
れ
に
清
々
し
い
川

音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
貴
船
川
の
瀬
音
な

の
だ
。

や
っ
と
下
界

へ
け
桂
唄
船
神
社
の
前
に
立

つ
、
そ
こ
は
京
の
先
斗
町
を
思
わ
せ
る
艶

な
家
並
が
続
き
、
紅
堤
灯
が
揺
れ
て
い
た

こ
こ
は
、
水
神
さ
ま
と
も
、
縁
結
び
の

神
と
も

い
わ
れ
、
石
段
の
両
側
に
は
朱
塗

り
の
献
灯
が
び
つ
し
り
並
ん
で
い
る
。

興
に
乗

っ
て

″
お
み
く
じ
″
を
引
き
、

社
務
所
の
前
の
献
水
盤
に
浸
す
と
、
無
地

で
あ

っ
た
料
紙
に

″時
を
待
て
ば
恋
は
成

就
す
る
″
と
幻
の
ご
と
く
ご
宣
託
が
現
わ

れ
た
。

あ
な
、
畏

今
か
ら
八
百
年
の
音
を
偲
ん
で
歩
む
大

原
、
鞍
馬
、
貴
船
の
旅
路
は
、
高

い
杉
木

立
を
仰
ぎ

つ
つ
、
そ
の
か
み
の
大
自
然
の

生
気
を
そ
の
ま
ま
享
受
し
た
よ
う
な
、
の

び

の
び
と
幸
せ
な

二
日
間
で
あ

っ
た
。
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「
記

ｏ紀
」
歌
謡
の
と
ら
え
方

に
つ
い
て

佐
藤
壽
夫

私
た
ち
が
知

っ
て
い
る
『古
事
記
』
『
日

本
書
紀
』
の
な
か
に
は
多
く
の
歌
が
読
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
「記

・
紀
」
の
応
仁
天
皇

（品
陀
和
気
＝
誉
田
別
尊
）
の
項
に
、
大

雀
命
鉄
数

・り
上
徳
天
皇
＝

「
日
本
書
紀
』

で
は
大
鰐
鵜
尊
と
記
す
）
が
、
父
王
が
召

し
て
後
官
に
い
れ
た
、
日
向
国
ノ
諸
県
君

の
女
、
髪
長
比
売
を
ゆ
ず
り
受
け
て
、
自

分
の
妃
に
す
る
く
だ
り
で
挿
入
歌
が
記
さ

れ
て
い
る
。

応
仁
天
皇
は

「
日
向
国
に
髪
長
比
売
と

い
う
美
し
い
女
が
い
る
と
き

い
て
、
専
使

（特
別
の
使
い
を
す
る
者
）
を
遣
わ
し
て

髪
長
比
売
を
召
し
た
。
と
こ
ろ
が
皇
太
子

の
大
雀
命
が
姫
が
難
波
津
に
泊
ま

っ
た
の

を
見
て
、
建
内
宿
禰
大
臣
に
天
皇
が
召
し

た
髪
長
比
売
が
と

て
も
気

に
い
っ
た

の

で
、
私
の
下
さ
い
と
伝
え
て
く
れ
る
よ
う

に
頼
ん
で
も
ら

っ
た
。
天
皇
も
皇
子
が
髪

長
比
売
を
、
み
そ
め
て
い
る
と
知

っ
て
二

人
を
要
わ
せ
よ
う
と
思
い
、
後
宮
に
お
い

て
催
さ
れ
た
宴
席

に
髪
長
比
売
を
招

い

た
。
そ
の
席
で
、
天
皇
が
皇
子
を
手
招

い

て
髪
長
比
売
を
指
し
示
し
て
詠
ん
だ
の
が

次
の
歌
で
あ
る
。

「古
事
記
歌
謡
」
＝

《
訳
注
》

伊
邪
古
抒
母
　
　
怒
昆
流
都
美
迩

比
流
都
美
迩
　
　
和
賀
由
久
美
知
能

迦
具
波
斯
　
　
　
波
那
多
知
婆
那
波

本
都
延
波
　
　
　
登
理
葦
賀
良
斯

志
豆
延
波
　
　
　
比
登
登
理
賀
良
斯

美
都
具
理
能
　
　
那
迦
都
延
能

本
都
毛
理
　
　
　
阿
迦
良
哀
登
賣
哀

伊
邪
佐
佐
婆
　
　
余
良
斯
那

（四
四
）

艶
分
子
ど
も
　
　
野
蒜
摘
み
に

蒜
摘
み
に
　
　
　
数
が
行
く
道
の

略
ｋ
は
し
　
　
糀
肺
組

■
誠
は
　
　
　
　
鳥
居
枯
ら
し

下
枝
緯
　
　
　
　
臥
取

えり
枯
ら
し

三
つ
栗
の
　
　
中
つ
諄
めの

ほ
つ
も
り
　
　
　
よ赤
ら
嬢
子
を

い
ざ
さ
さ
ば
　
　
良
ら
し
な

現
代
語
訳

さ
あ
若
者
た
ち
よ
、
野
蒜
を
摘
み
に
行

こ
う
。
蒜
を
摘
み
に
私
た
ち
が
行
く
道
の

香
の
よ
い
花
橘
は
、
上
の
枝
の
は
、
鳥
が

と
ま

っ
て
な
く
な
り
、
下
の
枝
の
は
、
人

が
取

っ
て
な
く
な
り
、
中
の
枝
に
は
、
実

が
花
苦
に
含
み
こ
も

っ
て
い
る
。
そ
の
実

の
よ
う
な
紅
顔
の
少
女
を
、
さ
あ
自
分
の

も
の
に
し
た
ら
良

い
。

さ
て
、
こ
の
歌
の
内
容
は
何
を
物
語

っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
。
何
か
謎
め
い

た
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
歌
そ
の
も
の
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味

が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
疑
間
を
も

つ
歌

謡
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
う

一
つ
の
歴
史
書

「
日

本
書
紀
」
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
歌
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

伊
奨
阿
芸
　
怒
珂
比
直
蒐
眉
珂

比
直
蒐
蒲
珂
　
和
餓
喩
区
蒲
智
珂

伽
遇
破
志
　
波
那
多
智
慶
那

辞
豆
曳
羅
波
　
比
等
未
那
等
利

保
蒐
曳
波
　
等
利
委
餓
羅
辞

淵
蒐
遇
利
能
　
那
伽
蒐
曳
能

イ府

ザ保

サ語

力茂
悧

バ
判
伽
例
萱
嶋
等
氏

伊
失
佐
伽
曳
底
能
（日
本
書
紀
三
十
五
）

日
本
古
典
文
学
全
集

（従
来
の
解
読
）

い
ざ
吾
君
　
野
の
蒜
摘
み
に
。

嚇
摘
み
に　
数
い
行
く
道
に
、

香
ぐ
は
し
　
花
橘
、

し

づ

え

下
枝
ら
は
　
人
皆
取
り
て
、

牡
織
は
　
鵜
据
枯
ら
し
、

三
栗
の
　
中
枝
の
、

ふ
ほ
ご
も
り
、

あ
か
れ
る
嬢
畔
。

い
ざ
さ
か
ば
え
な
。

（現
代
語
訳
）

さ
あ
、
わ
が
皇
子
。
野
に
蒜
摘
み
に
出

か
け
よ
う
。

い
つ
も
私
が
蒜
摘
み
に
通

い
な
れ
た
道
に
は
、
香
り
も
色
も
素
晴

し
い
花
橘
が
咲
い
て
い
て
ね
。
下
の
枝

に
咲
く
花
は
、
人
が
み
ん
な
取

っ
て
し

ま

い
、
上
の
枝
は
、
来
て
と
ま
る
鳥
が

枯
ら
し
て
し
ま
い
、
全
二
栗
の
〉中
の
ほ

ど
よ
い
枝
だ
け
に
は
、
う

い
う
い
し
い

苦
を

つ
け
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
の
花
の

苦
の
よ
う
に
目
の
さ
め
る
ほ
ど
美
し
い

娘
さ
ん
が
い
る
よ
。

そ
の
娘
が
花

の
よ
う

に
咲
く
と

い
い

ね
。

い
や
、
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
意
味
が
理

解
で
き
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
歌
は
、
前
に
述

べ
た
よ
う
に
、
応
仁

一
三
年
春
三
月
、
あ

る
人
が

「
日
向
国
に
、
髪
長
媛
と
称
す
る

娘
が
お
り
、
国
色
の
美
女
と

い
わ
し
め
る

ほ
ど
美
貌

で
す
」
と
天
皇

に
申
し
上
げ

た
。
そ
こ
で
、
天
皇
は
彼
女
を
呼
び
寄
せ

よ
う
と
使
者
を
送

っ
た
。
大
鶴
鵜
尊
が
彼

女
を
見
初
め
そ
の
美
貌
に
強
く
心
を
動
か

さ
れ
、
深
い
恋
に
落
ち
て
し
ま
う
。
天
皇

は
皇
太
子
の
彼
女
に
対
す
る
思
い
を
叶
え

て
や
ろ
う
と
思
い
、
二
人
を
姿
わ
せ
よ
う

と
す
る
。
天
皇
は
後
官
に
お
い
て
催
さ
れ

た
宴
会
の
席
に
、
髪
長
媛
を
招

い
た
。
そ

の
席
で
、
天
皇
が
太
子
を
手
招

い
て
髪
長

媛
を
差
し
示
し
て
詠
ん
だ
の
が
こ
の
歌
で
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あ

る

。
こ
の
歌
は
、
応
神
天
皇
が
髪
長
媛
の
観

相
を
通
し
て
、
日
の
大
き
い
特
徴
と
女
性

の
陰
門
と
を
結
び
つ
け
、
谷
間
の
深
い
こ

と
を
想
像
し
て
、
比
喩
的
に
聞
か
せ
て
い

る
と
こ
ろ
が
、
特
に
興
味
深
い
と
解
読
せ

ら
れ
る
の
は
、
韓
国
の
文
学
博
士
、
金
仁

培
氏
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
農
耕
社
会
的
な
用
語
の

数
々
、
谷
（溝
）
、
畑
の
畝
、
溝
を
堀
り
水

を
引
き
入
れ
る

（流
す
）
、
カ
レ

（鋤
＝
農

機
具
）
、
そ
れ
か
ら
草
が
生
い
茂
る
丘
（陰

毛
の
生
え
て
い
る
部
分
の
特
徴
）
な
ど
の

言
葉
を
駆
使
し
て
、
巧
妙
な
隠
喩
を
し
て

み
せ
て
い
る
。

「
日
本
書
紀
』
の
本
文
の
記
事
内
容
か

ら
み
て
、
父
と
子
の
間
の
密
や
か
な
囁
き

合
い
を
想
像
さ
せ
る
。
原
文
の
、
ズ
天
皇

が
）
大
傷
鵜
尊
を
手
招
き
し
、
髪
長
媛
を

指
し
て
詠
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
が
、
こ
の

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

金
氏
は
、
そ
の
ほ
か
に
、
見
過
ご
す
こ

と
の
で
き
な
い
の
は
、
借
用
さ
れ
た
漢
字

の
数
々
が
、
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
さ
せ

る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
点

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
重
ね

て
出
て
く
る
文
字
が
、　
一
つ
の
詩
歌
の
中

に
お
い
て
は
必
ず
同

一
の
音
や
訓
で
読
ま

せ
る
よ
う
に

一
貫
性
を
維
持
し
て
い
る
、

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体

的
な
内
容
か
ら
少
し
不
自
然
に
な

っ
て
い

る
部
分
も
な
い
で
は
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。

さ
て
、
金
仁
培
博
士
の
解
読
に
よ
っ
て
、

こ
の
歌
を
読
み
取
る
前
に
少
し
予
備
知
識

を
学
ん
で
戴
き
た
い
。
こ
の
解
読
は
、
当

時
の
古
代
朝
鮮
で
使
用
さ
れ
た

「吏
読
文

―
い
ど
む
ん
」
と
い
う
文
章
表
現
で
行
な

う
。
「吏
読
」
と
い
う
の
は
、
古
代
朝
鮮
の

人
が
漢
字
を
借
り
、
そ
の
音
訓
を
活
用
し

て
朝
鮮
語
を
表
記
し
た
借
字
文
で
あ
る
。

そ
し
て
、
驚
く
こ
と
は
、
「記

・
紀

・
万
葉

集
」
な
ど
も
、
こ
の
吏
読
文
で
書
か
れ
た

多
く
の
部
分
が
あ
る
。
と
く
に
「記

・
紀
」

の
本
文
に
は
、
翌
日
よ
み
せ
よ
」
と
注
を
つ

け
た
句
節
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
古
代

朝
鮮
語
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
書
か
れ
た

「記

・
紀
」
を

読
む
場
合
、
「吏
読
風
」
と
、
と
く
に
「風
」

の
文
字
を
つ
け
て
話
さ
れ
る
の
は
、
韓
国

女
流
文
学
者
の
、
李
寧
熙
女
史
で
あ
る
。

日
本
式
の
訓
を
混
用
、
朝
鮮
語
と
日
本
語

を
と
り
ま
ぜ
て
表
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

加
え
て
、
漢
文
体
語
句
ま
で
使
用
し
て
い

る
の
で
、
実
に
複
雑
多
様
な
表
現
方
法
に

な
っ
て
い
る
と
李
女
史
は
い
わ
れ
る
。

私
た
ち
も
こ
れ
か
ら

「記
、
紀
、
万
葉

集
」
を
読
む
場
合
こ
れ
ら
の
文
体
を
、
理

解
し
て
学
ぶ
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
で
は
、
金
氏
が
解
読
せ
ら
れ
た
こ

の
歌
を
見
て
み
よ
う
。

【真
の
意
味
】

（原
詩
）
　
　

　

　

　

（訳
文
）

伊
笑
阿
芸
怒
珂
　
回
の
大
き
い
子
に
谷

間
あ
り
そ
う
。

比
直
克
眉
珂
　
　
谷
間

（溝
）
を
耕
す

と
き

（鋤
を
い
れ
る

と
き
）
特
に
水
が
流

れ
こ
み
そ
う
。

比
直
蒐
蒲
珂
　
　
谷
間
を
耕
せ
ば
水
が

溢
れ
る
だ
ろ
う
。

和
餓
喩
区
淵
智
珂
　
な
ぜ
あ
ん
な
に
喜

ぶ
の
か
、
水
、
溢

れ
ば
か
り
に

伽
遇
破
志
波
那
多
　
行

っ
て
、
会
い
、

流
れ
そ
う
に
な
り

流
れ
よ
う
と
す
る

が

智
麿

（慶
）
那
辞
豆
曳
羅
　
自
惚
れ
の

結
果
そ
う
な
る
の
だ
。

溢
れ
る
谷
の
水
渇
き

等
利
保
克
曳
波
等
利
　
田
を
耕
し
水
を

張
り
か
え
る
と
き

の
よ
う
に

委
餓
羅
辞
蒲
蒐
遇
　
任
せ
て
く
れ
る

の
で
水
を
湛
え
る

よ
う
に
逢

い

利
能
那
伽
克
曳
能
　
そ
れ
は
、
溝
を
耕

し
て
い
く
よ
う
に

水
を
曳
き
こ
む
の

だ
ね
。

府
保
語
茂
利
　
　
　
谷
見
れ
ば
叢
生
い

茂

っ
て
い
る
だ
ろ
う

阿
伽
例
直
嶋
等
畔
　
丘
、
鋤
で
耕
す
時

伊
美
佐
伽
慶
曳
那
　
日
の
大
き

い
あ
の

子
と
行

っ
て
、
寝

る
だ
ろ
う
か
。

（意
味
）

回
の
大
き

い
こ
の
娘
の
人
相
か
ら
さ

っ

し
て
、
す

っ
か
り
大
人
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

女
性
自
身
も
す
で
に
成
熟
し
て
い
そ
う
だ

ね
。
そ
の
溝
に
挿
入
す
る
と
き
特
に
潤
う

こ
と
だ
ろ
う
、
挿
入
す
れ
ば
潤
う
ど
こ
ろ

か
溢
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
喜
ぶ
の
か
な
。
溢

れ
ん
ば
か
り
に
、
行
き
な
さ
い
。
会
え
ば

（枕
を
共
に
す
れ
は
ば
）
、
お
互
い
に
満
足

の
い
く
セ
ッ
ク
ス
が
で
き
る
だ
ろ
う
よ
。

自
分
の
容
姿
に
自
身
を
も

っ
て
い
る
か

ら
。
は
じ
め
か
ら
う
ま
く

い
く
の
さ
。



備陽史探訪 81号平成10年 2

（水
田
の
）
水
が
干
あ
が
れ
ば
、
新
た
に

水
を
張
る

（潅
漑
）
よ
う
に
や
さ
し
く
し

て
あ
げ
れ
ば
、
全
く
安
心
し
て
身
を
任
せ

て
く
れ
る
か
ら
、
潤
う
よ
う
に
し
て
あ
げ

な
さ
い
。
そ
れ
は
、
溝
を
耕
し
、
水
を
曳

き
こ
む
よ
う
な
要
領
で
や
る
の
さ
。
谷
間

に
そ

っ
と
目
を
や

っ
て
ご
ら
ん
。
茂
み
が

あ
る
だ
ろ
う
よ
。
丘
を
鋤
で
耕
す
と
き
、

敲

い
た
り
す
る
よ
う
に
、
そ

っ
と
ふ
れ
て

み
な
さ
い
。

さ
あ
、
日
の
大
き

い
あ
の
子
と
、
行

っ

て
枕
を
共
に
し
て
ご
ら
ん
。

金
氏
の
解
読

い
か
が
だ
ろ
う
か
。
こ
の

あ
と
の

「
日
本
書
紀
歌
謡

・
第
三
十
六
」

の
大
鰐
鵜
尊

（仁
徳
天
皇
）
作
の
歌
も
解

読
し
て
み
る
と
、
開
け
て
び

っ
く
り
、
こ

の
歌
も
隠
喩
的
表
現
で
あ
る
も
の
の
、
そ

れ
は
セ
ッ
ク
ス
の
歌
で
あ

っ
た
と
、
金
氏

は
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
続
く

『
日
本
書

紀
歌
謡

・
三
十
七
、
三
十
八
』
も
、
大
鰐

鵜
尊
の
髪
長
媛
に
対
す
る
セ
ッ
ク
ス
の
歌

で
あ
る
ら
し
い
。

「道
の
し
り

」
も
興
味
深
々

次
の
機
会
に
し

な
歌
で
あ
る
が
、
ま
た
、

た
い
と
思
う
。

で
は
、
「
日
本
書
紀
歌
謡

・
三
十
六
」
大

鵜
鵜
尊
作

（古
典
文
学
全
集
）
の
歌
を
見

て
み
よ
う
。

瑚
垣
多
く摩櫨
　
抒
堆
哺
碓
し伊
ら戒Ｊ

奴
那
波
区
利
　
破
陪
鶏
区
辞
羅
珂

委
遇
比
菟
区
　
伽
破
摩
多
曳
能

批
響
二餓囃
椛
し佐
り辞鴫
う区辞
囃
研
て

阿
餓
許
居
呂
辞
　
伊
夜
子
古
珂
辞
重

（ふ
り
が
な
は
訓
読
）

み堀
来
の
塀
麺
け
　
ぬ…

水
淳
る
　
依
綱
池
に
　
草
繰
り

誕
卜
対
ら
く
蜘
まら年

距
漱
築
く
　
川
俣
江
の
、

あ菱
茎
の
　
さ
し
け
ス
知
ら
に

吾
が
心
し
　
い
や
愚
に
し
て
。

【現
代
語
訳
】

〈
水
淳
る
〉
依
綱
池
に
生
え
て
い
る
、

ぬ
る
ぬ
る
し
た
縄
の
よ
う
な
草
菜
を
た
ぐ

り
寄
せ
て
み
る
と
、
意
外
と
水
面
下
に
茎

が
ど
こ
ま
で
も
延
び
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
は
気
が
つ
か
ず
、
ま
た
池
の
堤
が

崩
れ
ぬ
よ
う
杭
を
打
ち
固
め
て
、
川
か
ら

分
か
れ
た
入
江
の
菱
の
茎
が
、
ず

っ
と
以

前
か
ら
ど
ん
ど
ん
延
び
広
が
っ
て
い
た
の

に
も
気
づ
か
ず
、
私
は
全
く
愚
か
で
し
た
。

な
ん
と
幼
稚
な
現
代
語
訳
で
し
ょ
う
か
。

大
傷
鵜
尊
＝
後
の
仁
徳
天
皇
は
こ
の
よ
う

に
歌
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
く
、
皇
太
子
は

髪
長
媛
と
男
女
の
営
み
を
し
た
後
に
応
神

天
皇
に
答
歌
し
た
の
で
す
。

【真
の
訓
み
下
し
文
】

（原
詩
）
　

　

　

　

（訳
文
）

淵
豆
　
　
　
　
　
水
溢
れ
ん
ば
か
り
の

多
摩
直
　
予
　
佐
　
花
瓶
を
前
に
た
め

ら
い

直
　
　
能
伊
戒
珂
　

一
枝
さ
す
の
も
心

し
た
の
に

奴
那
波
区
利
　
破
　
陪
　
そ
れ
で
も
水

溢
れ
流
れ
敗
れ
て

鶏
区
辞
羅
珂
　
鶏
の
鳴
き
声
を
耳
に
し

た
の
で

委
　
遇
比
菟
　
　
　
　
　
少
し
萎
縮
し

区
伽
破
　
摩
多
曳
能
　
茄
子
を

一
度
ひ

き
出
し
た
が

比
辞
餓
羅
　
能
　

′ヽし、
ま
よ
い
ま
た
勃
起

し

佐
辞
鶏
区
辞
羅
　
珂
　
し
き
り
に
鶏
が

鳴
く
の
を
聞
く
と

阿
餓
許
居
呂
辞
　
あ
あ
勃
起
し
て
し
ま

い

イ

バ

ム

カ

ゴ

キ

ウ

ル

サ

一ン

コ

伊
夜
子
古
珂
　
辞
重
　
こ
の
夜
、
ゆ
き

挿
し
果
て
た
。

（意
味
）

水
も
し
た
た
る
よ
う
な
、
女
性
を
前
に

し
て
た
め
ら
い
、
や
さ
し
く
挿
入
し
た
の

に
、
初
体
験
の
痛
み

（出
血
）
は
か
く
し

き
れ
ず
、
痛
み
を
う

っ
た
え
る
声
を
聞

い

た
の
で
、　
一
瞬
の
た
め
ら
い
で
、
萎
え
て

し
ま

い
、　
一
度
は
性
器
を
抜

い
て
は
み
た

も
の
の
、
心
ま
ま
な
ら
ぬ
ま
ま
に
勃
起
し

少
し
声
が
高
く
な

っ
た
の
は
求
め
て
い
る

か
ら
か
と
胸
高
ま
り
、
今
度
こ
そ
本
格
的

に
勃
起
し
て
し
ま
い
、
つ
い
に
こ
の
夜
、

性
を
尽
く
し
果
て
た
。

（全
体
の
流
れ
）

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
歌
は
、
応
神
天
皇

が
皇
太
子
に
髪
長
媛
を
降
し
な
が
ら
、
男

女
の
営
み

（交
合
）
を
農
耕
社
会
の
特
徴

に
例
え
て
、
畝
と
畝
と
の
間
を
耕
し
水
を

引
き
込
む
行
為
を
以
て
歌
い
上
げ
た

『
日

本
書
紀
歌
謡

。
第
二
十
五
」
に
対
す
る
答

歌
で
す
。
答
歌
に
相
応
し
く
、
姫
を
水
を

満
々
と
湛
え
た
生
け
花
用
の
器
＝
水
盤
ま

た
は
花
瓶
の
よ
う
に
、
自
分
は
そ
れ
に
差

し
込
む
花
の
つ
い
て
い
る
枝
に
喩
え
て
い

フ０
。応

神
天
皇
が
女
性
の
回
の
大
き
な
形
状

か
ら
溝
も
深
い
で
あ
ろ
う
と
連
想
し
、
交

接
す
る
際
の
状
況
を
畝
間
に
水
が
注
が
れ

て
行
く
様
子
に
例
え
た
よ
う
に
、
皇
太
子

は
女
性
を
溢
れ
ん
ば
か
り
の
水
を
湛
え
た

水
瓶
に
例
え
て
い
る
。

即
ち
第

一
句
に
お
い
て

「水
い
っ
ぱ
い

器
に
入
れ
て
行
く
際
、
た
め
ら
っ
て
」
と

い
っ
た
の
は
、
今
ま
さ
に
端
々
し
く
熟
成

し
か
け
た
女
性
に
相
対
す
る
と
き
は
、
そ

の
よ
う
に
注
意
深
く
扱
い
な
が
ら
、
自
分

の
も
の
と
し
て
抱
い
て
い
く
と
い
う
態
度

の
表
現
で
あ
り
、
応
神
天
皇
が
歌
の
な
か

に
髪
長
媛
が
す
で
に
大
人
の
女
性

（伊
美

…
…
）
と
言

っ
た
の
に
答
え
て
い
る
。

第
二
句
で

「水
が
い
っ
ぱ
い
だ
か
ら
乱
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暴
に
せ
ず
用
心
し
て
」
と
あ
る
の
は
、
表

面
上
は
用
心
深
く
水
を
満
々
と
湛
え
た
水

瓶
に
枝
を
差
し
込
む
と
い
う
穏
や
か
な
表

現
だ
が
、
実
は
初
体
験
の
女
性
の
痛
み
を

和
ら
げ
な
が
ら
挿
入
す
る
と
い
う
隠
喩
な

の
で
あ
る
。
「戒
」
の
用
字
法
が
そ
の
裏
付

け
を
し
て
い
る
。
漢
字
自
体
の
意
味
に
し

て
も

「
や
ん
わ
り
と
女
性
の
気
持
ち
を
や

わ
ら
げ
な
が
ら

（戒
、
喩
也
）
注
意
深
く

慎
重
に

（戒
、
慎
也
）
差
し
込
ん
で
い
く

（珂

・
挿
入
也
と
と
な
る
。
し
か
も
、
韓

国
語
の
訓
読
み
で
あ
る

「
サ
ム
ガ
キ
ウ
」

の
発
音
は

「慎
重
に
挿
む
」
の
意
味
は
勿

論
、
「注
意
深
く
差
し
込
む
」
の
意
味
ま
で

同
時
に
含
ま
れ
て
い
る
。
即
ち

「
珂
」
の

訓
読
み
は

「キ
ウ
ー
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
韓
国
語
の

「挿
む
…
キ
ウ
ン
ダ
」
と
い

う
意
味
と
同
時
に
、
「
や
る
よ
…

ハ
ル
コ

ヨ
」
の
話
尾
で
あ
る
曖
味
な
発
音

「
コ
ヨ
」

と
方
言

「
キ
ウ
」
の
発
音
は
、
ほ
ぼ

一
致

す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら

見
て
、
こ
れ
ら
の
歌
は
韓
国
語
の
発
音
を

生
か
す
た
め
の
吏
読
式
漢
字
表
記
で
あ
る

こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

第
三
句
に
お
い
て

「
ノ
モ
ナ
　
フ
ル
リ

チ
ジ
ョ
ジ
ョ
ッ
タ
ラ
」
と
い
っ
た
の
は

全
体
の
文
脈
の
流
れ

（表
面
的
内
容
）
か

ら
み
る
と
、
た
い
へ
ん
注
意
深
く
花
つ
き

の
枝
を
差
し
込
ん
だ
け
れ
ど
、
水
が
溢
れ

流
れ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

つ
は

敗
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
窄
め
た
回
が
ひ

ら
く
よ
う
に
花
の
苦
が
割
れ
て
花
や
葉
が

咲
い
た
と
い
う
意
味
に
い
っ
た
ん
は
解
釈

で
き
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
や
は
り

一
つ
の
修
辞

的
隠
喩
法
に
過
ぎ
な
い
。
既
に
こ
の
歌
が

明
ら
か
に
性
愛
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
に

は
、
こ
の
句
こ
そ
初
め
て
経
験
す
る
交
合

行
為
の
必
然
的
な
過
程
を
暗
示
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
「破
」
の
字
の
解
釈
に
お
い

て
、
あ
え
て

「破
れ
て
」
と
解
い
た
こ
と

が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
「破
」
は
、
そ
の

外
に
も

「割
れ

・
壊
れ

・
裂
け
…
」
な
ど

の
意
味
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
句

の
本
来
の
解
き
方
は

「溢
れ
流
れ
て
、
割

れ
た
…
現
代
語

〈
ノ
ム
チ
ョ
ナ
フ
ル
リ
、

ケ
ジ
ド
ラ
〉
で
、
『水
瓶

（女
性
）
の
底
が

割
れ
て
水
が
溢
れ
流
れ
る
」
と
も
と
れ

る
。
多
少
無
理
な
表
現
も
含
ま
れ
る
が
交

接
行
為
を
暗
示
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
は

違
い
な
く
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
根
拠
と
し

て

「陪
」
の
用
字
法
が
あ
る
。
こ
の
文
字

の
訓
の
中
に

「次
の

（弐
也
、
副
也
、
次

也
と

が
あ
り
、
こ
の
語
の
韓
国
語

「ポ
グ

ム

（次
の
と

は
、
や
は
り
韓
国
語
で

「隙

ま
た
は
穴
が
は
っ
き
り
と
大
き
く
空
い
て

い
る
状
態
」
を
表
す
擬
態
副
詞

「ポ
ク
ム
」

と
酷
似
し
て
い
て
、
意
図
的
に
こ
の
文
字

を
選
ん
で
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
奇
抜
な
用
字
法
に
留
意
し
な

が
ら
調
べ
て
い
く
と
、
第
三
句
以
下
の
句

が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
、
こ
れ
以

上
説
明
し
な
く
て
も
明
確
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。

夜
明
け
の
鶏
が
鳴
く
頃
、
花
が
萎
え
て

い
く
よ
う
に
、
水
瓶
か
ら
引
き
ず
り
だ
し

た
花
の
つ
い
た
枝
が

「ビ
サ
コ
ラ
ッ
タ
…

…
…
ふ
ら
つ
き
勃
起
し
て
し
ま

っ
た
」
と

い
う
の
は
、
性
行
為
に
お
け
る
興
奮
と
戸

惑

い
の
巧
み
な
表
現
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
露
骨
な
性
行
為
の
歌
で
あ

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
歌
の
内
容
は
全

く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
低
俗
な
感
じ
を
与

え
て
い
な
い
。

そ
の
わ
け
は
、
男
女
間
の
交
接
を
表
現

す
る
に
あ
た

っ
て
、
直
裁
的
な
方
法
を
さ

け
、
両
性
を
象
徴
す
る
関
わ
り
の
あ
る
も

の
を
引
用
し
て
、
こ
れ
を
隠
喩
化
す
る
こ

と
で
、
迂
回
的
表
現
を
通
じ
て
文
学
的
イ

メ
ー
ジ

ヘ
と
昇
華
さ
せ
た
そ
の
卓
越
性
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
従
来
の
解
読
は
高
尚
め
い

て
は
い
る
も
の
の

一
体
何
を
い
い
た
い
の

か
漠
然
と
し
て
い
る
。
不
必
要
な
美
辞
麗

句
の
小
枝
を
切
り
取

っ
て
す

っ
き
り
し
た

幹
だ
け
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
意
味
に

な
ろ
う
か
と
思
う
。

つ
ま
り
、

「
天
皇
が
遠

い
将
来
ま
で
気

を
使

っ
て
い
る
の
に
気
付
か
ず
、
ま
た
、

ち
ょ
う
ど
菱
の
根
が
遠

い
と
こ
ろ
ま
で
延

び
て
い
っ
て
い
る
が
如
く
、
私
の
遠

い
将

来
ま
で
配
慮
し
て
下
さ

っ
た
こ
と
を
知
ら

ず
、
私
は
愚
か
で
あ

っ
た
」
と
い
う
意
味

に
な

る
。

結
局
、
日
本
の
定
説
に
な

っ
て
い
る
解

釈
と
校
注
者
の
訳
注
を
読
む
と
、
こ
の
歌

の
要
旨
は

「
天
皇
が
髪
長
媛
を
下
賜
し
よ

う
と
配
慮
し
て
い
る
の
も
知
ら
ず
」
大
鶴

鵜
尊
が

「私
は
も

っ
ぱ
ら
愚
か
で
あ

っ

た
」
と
自
分
の
愚
鈍
さ
を
嘆

い
て
い
る
歌

ぐ
ら
い
の
意
味
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
が
全
面
的
な
間
違

い

で
あ
る
こ
と
は

「
日
本
書
紀
』
の
本
文
の

記
事
を
よ
く
読
め
ば
、
す
ぐ
に
判
明
す
る

は
ず
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
歌
は
応
神
天

皇
が
詠
ん
だ
歌
に
対
す
る
答
歌
と
し
て
、

の
ち
の
、
仁
徳
天
皇
＝
大
鰐
鵜
尊
が
詠
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
の
や
り
と

り
の
状
況
説
明
に
よ

っ
て
、
そ
の
点
は
明

ら
か
に
な
る
。

金
仁
培
文
学
博
士
は
、
や
は
り

「
記

・

紀

・
万
葉
集
」
の
古
代
歌
謡
は
、
古
代
朝

鮮
語
で
書
か
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
ま

た
、
『も
う

一
つ
の
万
葉
集
」
を
書
か
れ

た
、
李
寧
熙
女
史
も
金
博
士
と
同
じ
学
説

の
吏
読
式

で
読
む
と

「記

・
紀

・
万
葉

集
」
の
古
代
歌
謡
は
解
読
で
き
る
い
わ
れ

２つ
。お

わ
り
に
、
正
史
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

歌
が
載
せ
ら
れ
た
の
か
不
思
議
で
あ
る
。

当
時
の
宮
廷
は
実
は
お
お
ら
か
で
あ
り
平

和
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
過
去
を

覗
き
み
た
い
思
い
が
す
る
。
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「記

・
紀

・
万
葉
集
の
解
読
通
信
』

『も
う

一
つ
の
万
葉
集
』

『古
事
記
』
倉
野
憲
司
　
校
注

「
日
本
書
紀
』
日
本
古
典
文
学
全
集

地
頭
に
つ
い
て

木
下

和
司

中
世
の
武
士
達
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
を
持
つ
言
葉
に

「地
頭
」
が
あ
る
。

鎌
倉
時
代
後
期
の
成
立
と
言
わ
れ
て
い
る

『沙
汰
未
練
書
寅
沙
汰
と
は
鎌
倉
幕
府
の

訴
訟
制
度
を
指
し
、
未
練
は
未
だ
練
れ
ず

だ
か
ら
、
幕
府
訴
訟
手
続
き
の
入
門
書
を

の
こ
と
）
に
は
、

「地
頭
ト
ハ
。
右
大
将
家
以
来
代
々
将
軍

家
に
奉
公
し
御
恩
を
蒙
り
し
人
の
事
也
」

と
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は

「地
頭
」
が
何

な
の
か
は
解
ら
な
い
。
鎌
倉
時
代
、
地
頭

と
な
っ
た
武
士
達
は
御
家
人
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
か
ら
、
同
じ
く

『沙
汰
未
練
書
』

で
「御
家
人
」
を
引
い
て
み
あ
亀
Ｆ
こヽ
ゆ

「御
家
人
ト
ハ
、
往
昔
以
来
の
開
発
領
主

為
り
。
武
家
の
御
下
文
賜
う
人
の
事
也
」

と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
御
下
文
は
、
所
謂

「地
頭
」
補
任
状
を
指
し
て
い
る
か
ら
、

鎌
倉
幕
府
か
ら
地
頭
に
任
命
さ
れ
た
武
士

（開
発
領
主
）
＝
御
家
人
と
い
う
こ
と
に

な
る
。　
一
例
と
し
て
源
頼
朝
が
島
津
忠
久

に
充
て
た
地
頭
補
任
状
を
見
て
み
よ
う
。

頼
朝

は

ｃ

４

理

や

下
　
伊
勢
国
波
出
御
厨

補
任
　
地
頭
職
事

左
兵
衛
尉
惟
宗
忠
久

右
件
所
者
故
出
羽
守
平
信
兼
党
類
領
也

而
信
兼
依
発
謀
反
令
追
討
畢
傷
任
先
例

為
令
勤
仕
公
役
所
地
頭
職
也
早
為
彼
職

可
致
沙
汰
之
状
如
件
以
下

元
暦
二
年
六
月
十
五
日

【読
み
下
し
】

下
す
　
伊
勢
国
波
出
御
厨

補
任
す
　
地
頭
職
の
事

左
兵
衛
尉
惟
宗
忠
久

右
、
件
の
所
は
故
出
羽
守
平
信
兼
党
類

の
領
也
。
し
か
る
に
信
兼
謀
反
を
お
こ

す
に
依
り
追
討
せ
■
め
澤
机
ぬ
。
傷
て

先
例
に
任
せ
て
公
役
を
勤
仕
せ
し
め
ん

が
た
め
に
、
地
頭
職
に
補
す
る
所
也
、

早
く
彼
の
職
と
し
て
沙
汰
致
す
べ
き
の

状
件
の
如
し
、
以
て
下
す

元
暦
二
年
六
月
十
五
日

こ
の
補
任
状
か
ら
中
世
の
武
士
達
は
鎌
倉

幕
府
か
ら

「地
頭
職
」
（じ
と
う
し
き
）
と

い
う
職
分
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
に
依

っ
て

初
め
て
、
荘
園
内
で
地
頭
と
し
て
公
役
を

勤
め
る
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
本
稿
の
主
題
で
あ
る
地
頭
と
は
、

ど
の
よ
う
な
職
分
や
権
利
を
持
つ
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
具
体
的
に
説
明

し
て
い
る
文
書
は
、
見
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
。
た
だ
わ
ず
か
に
前
述
の

『沙
汰
未
練

書
』
に
こ
ん
な

一
節
が
あ
る
。

一
、
新
補
地
頭
ト
ハ
。
承
久
兵
乱
の
時
、

没
収
の
地
を
以
て
所
領
等
に
宛
賜
う

事
也
。
地
頭
得
分
率
法
は
事
書
き
之

在
り

り
ｉ
う
　
　
　
り
す
よみ
んよ

一
、
本
新
両
様
所
務
事
。
両
様
兼
帯
の
所

務
ト

ハ
。
本
補
地
頭
と
し
て
下
地
を

一
円
管
領
の
上
、
又
新
補
率
法
の
得

分
を
取
る
。
こ
れ
を
輌
様
兼
帯
と
云

う
也
。
地
頭
に
其
の
咎
有
り
。

さ
て
ど
う
も

「地
頭
」
に
は
、
「本
補
地

頭
」
と

「新
補
地
頭
」
と
い
う
二
つ
の
区

別
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て

「新
補
地

頭
」
と
は
、
承
久
の
乱
後
に
そ
の
時
の
没

官
領
に
補
任
さ
れ
た
地
頭
を
指
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
「本
補
地
頭
」
と
は

ど
の
よ
う
な
職
分
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
右

の
文
書
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「本
補
地

頭
」
は

「
下
地
」
の
管
理
権
を
持

っ
て
い

た
ら
し
い
。
「
下
地
」
と
は
、
中
世
文
書
で

は
土
地
そ
の
も
の
を
示
す
用
語
で
あ
る
。

ま
た
、
「新
補
地
頭
」
は
下
地
の
管
理
権
を

持

っ
て
お
ら
ず
、
「新
補
率
法
」
と
い
う
法

に
基
づ
い
て

「得
分
」
が
定
め
ら
れ
て
い

た
ら
し
い
。
「得
分
」
と
は
、
荘
園
の
い
ろ

い
ろ
な

「職
」
に
応
じ
て
取
る
こ
と
が
で

き
る
取
り
分
を
言
う
。
つ
ま
り
、
荘
園
に

於
け
る

「新
補
地
頭
」
の
取
り
分
は
、
新

補
率
法
に
定
め
ら
れ
て
て
た
こ
と
に
な

ＺＯ
。ま

た
、
二
つ
目
の
文
書
か
ら
鎌
倉
時
代

に
は
、
「本
補
地
頭
」
が
新
補
率
法
に
基
づ

い
て
得
分
を
と
る
「両
様
兼
帯
」
（そ
の
逆

も
）
が
、
非
法
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
で
は
、
本
補
地
頭
の
得
分
は
ど
の

よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
幕
府
の
法
令
が
残

っ

て
い
る
。
宝
治
元
年

（
一
二
四
七
）
十
二

月
八
日
の
御
教
書
に
よ
れ
ば
、

「本

（補
）
地
頭
は
所
務
の
先
例
有
り
、

新
（補
）
地
頭
は
率
法
を
狩
る
べ
き
の

よ
し
、
前
々
下
知
を
加
え
畢
ん
ぬ
」

と
あ
り
、
本
補
地
頭
の

「所
務
」
は
先
例

を
守

っ
て
行
う
べ
し
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
「所
務
」
と
は
本
来
は
職
霧

の
事
で
あ
る
。
中
世
に
は
荘
園
で
の
所
職

や
所
領
の
管
理
を
意
味
し
、
そ
の
所
職
に

伴
な
う

「得
分
」
を
も
意
味
し
て
い
た
。

で
は
、
「本
補
地
頭
」
の
先
例
と
は
、
何
を

指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
係
す
る

文
書
を
更
に
探
し
て
み
る
と
、
前
の
宝
治

元
年
の
御
教
書
に
関
連
し
て
建
長
五
年

（
一
二
五
三
）
十
月
に
六
波
羅
探
題
北
条

長
時
に
宛
て
た
御
教
書
に
そ
の
解
説
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
御
教
書
に
は
、

「本
地
頭
に
補
せ
ら
れ
る
の
輩
、
本
司
の

例
に
背
き
武
威
を
募
り
巧
み
に
無
道
を
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張
行
致
し
云
々
。
甚
だ
以
て
自
由
也
。

地
頭
職
を
賜
う
と
い
え
ど
も
、
な
ん
ぞ

旧
古
の
由
緒
に
背
き
領
家
国
司
の
所
務

を
押
妨
せ
し
む
べ
け
ん
や
」

と
あ
る
。
簡
単
に
要
約
す
る
と

「本
補
地

頭
」
は
、
「本
司
」
の
先
例
に
基
づ
い
て
そ

の
職
務
を
行
う
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
前

出
の

『沙
汰
未
練
書
』
に
よ
れ
ば
、
「本

司
」
と
は

「地
頭
補
任
以
前
の
領
主
也
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
地
頭
以
前
の
在
地
領

主
は
、
そ
の
土
地
を
開
発
し
た
領
主
と
い

う
意
味
で
開
発

（か
い
ほ
つ
）
領
主
と
呼

ば
れ
た
。
平
安
時
代
末
期
、
地
方
の
開
発

領
主
た
ち
は
武
士
団
を
形
成
し
て
い
た
。

彼
等
は
、
国
街
か
ら
所
領
に
対
し
て
受
け

る
圧
力
を
嫌

っ
て
、
土
地
の
管
理
権
を
留

保
し
て
そ
の
所
領
を
中
央
の
貴
族
や
社
寺

に
崎
唯
し
、
自
分
自
身
は
そ
の
所
領

の

「
下
司
」
と
な
る
道
を
選
ん
だ
。
つ
ま
り

開
発
領
主
た
る
武
士
団
の
棟
梁
達
が
前
出

の

「本
司
」
に
当
た
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
「本
司
」
の
所
務
の
先
例
と
し
て

前
の
建
長
五
年
十
月
の
御
教
書
に
更
に
詳

し
い
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

「但
し
、
本
司
の
跡
に
於
い
て
は
、
郷
保

に
随
い
荘
園
に
依

っ
て
、
所
務
は
各
々

別
な
り
。　
一
様
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
或
い

は
開
発
領
噂
わ
地
と
為
す
に
依
′
イい

，

本
年
貢
を
備
進
せ
し
む
る
の
外
、
総
領

の
下
地
に
於
い
て
は

一
向
本
司
こ
れ
を

進
退
す
。
或
い
は
自
名
知
行
の
外
、
総

領
の
地
本
を
相
綺
わ
ず
の
所
こ
れ
多
し

一ム
々
。」

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
書
は
地
頭
が

所
領
と
す
る
郷

・
保

・
荘
園
に
よ
っ
て
地

頭
の
所
務
（職
務
の
内
容

・
得
分
）
は
別
々

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
自
身
が
開
発
領

主
で
あ
る
場
合
や
、
開
発
領
主
の
跡
に
地

頭
と
し
て
補
任
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
所

領
の
土
地
に
対
し
て
強
力
な
支
配
権
を
持

つ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合

に
は
、
地
頭
は
、
地
頭
名
以
外
の
土
地
に

対
し
て
支
配
権
を
持

っ
て
い
な
か
っ
た
事

が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
で
私
が
以
前
か
ら

「地
頭
職
」
に

対
し
て
持

っ
て
い
た
疑
間
の

一
つ
が
解
消

さ
れ
た
。
以
前
か
ら
地
頭
制
度
に
興
味
を

持

っ
て
い
た
私
は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
頭
に

対
し
て
そ
の

「地
頭
職
」
の
中
味
を
調
べ

た
こ
と
が
あ
る
。
で
も

「地
頭
職
」
の
中

味
と
し
て
統

一
的
な
共
通
点
を
見
い
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、

地
頭
の
所
務
が
、
所
領
の
成
立
事
情
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

次
に
、
「新
補
地
頭
」
の
得
分
で
あ
る

「新
補
率
法
」
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
鎌

倉
幕
府
の
法
令
が
残

っ
て
い
る
。
貞
応
二

年

（
一
三
二
三
）
六
月
十
五
日
の
御
教
書

に
依
れ
ば
、

「
田
畠
各
拾

一
町
の
内
、
十
町
を
領
家
国

司
分
、　
一
町
を
地
頭
分
と
し
て
広
博
狭

小
を
い
と
わ
ず
こ
の
率
法
以
て
免
（田
）

モ
給
す
る
の
上
、
加
徴
を
段
別
五
升
充

行
わ
れ
る
べ
し
」

と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

「新
補
地
頭
」

は
、
田
畠
十

一
町
毎
に
対
し
て

一
町
の
地

頭
給
田
と
段
別
五
升
の
加
徴
米
を
与
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
新
補
率
法
は

承
久
の
乱
以
後
に
補
任
さ
れ
た
全
て
の
地

頭
に
適
用
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
前
の
御

教
書
の
地
頭
得
分
条
に
於
い
て
、
以
前
い

ら
将
軍
家
の
下
知
状
を
帯
せ
る
地
頭
の
開

所
跡
に
補
任
さ
れ
た
新
地
頭
の
得
分
は
、

旧
例
に
従
う
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
司
跡
の
得
分
無
き
所
に
於
い
て
は

「新

補
率
法
」
に
従

っ
て
得
分
を
定
め
る
と
し

て
い
る
。

以
上
の
考
察
か
ら

「地
頭
職
」
の
内
容

は
、
所
領
と
な
る
郷

・
保

・
荘
園
の
事
情

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
事
が
分
か
る
。

ま
た
、
地
頭
補
任
以
前
に
下
司
等
の
所
務

の
先
例
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
先
例
に

従

っ
て
得
分
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
所
務

の
先
例
が
無

い
場
合
に
の
み

「新
補
率

法
」
に
よ
っ
て
そ
の
得
分
が
定
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
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献
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黒
塚
古
墳
と
三
角
縁
神
獣
鏡

平

田

恵

彦

黒
塚
古
墳
は
奈
良
県
天
理
市
柳
本
町
に

所
在
す
る
全
長
約

一
三
〇

ｍ
の
前
方
後
円

墳
で
す
。
先
ご
ろ
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
よ

う
に
、
発
掘
調
査
で
こ
の
古
墳
か
ら
画
文

帯
神
獣
鏡

一
面
、
三
角
縁
神
獣
鏡
三
二
面
、

刀
剣
類
、
工
具
類
、
土
師
器
等
の
多
数
の

遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
と
く
に
三
角
縁

神
獣
鏡
の
出
土
量
は
圧
倒
的
で
、
有
名
な

京
都
府
の
椿
井
大
塚
山
古
墳
と
並
ぶ
も
の

で
す
。

た
だ
椿
井
大
塚
山
の
場
合
、
旧
国
鉄
の

線
路
工
事
の
さ
い
盗
掘
を
受
け
、
そ
の
後

回
収
さ
れ
た
の
で
出
土
状
況
が
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
黒
塚
の
場
合
は

学
術
調
査
な
の
で
三
角
縁
神
獣
鏡
が
古
墳

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か

を
示
す
貴
重
な
史
料
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
銅
鏡
の
出
土
状
況
を
み
る
と
、

三
角
縁
神
獣
鏡
よ
り
画
文
帯
神
獣
鏡

（平

縁

・
中
国
鏡
）
の
方
が
重
要
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
画
文

帯
神
獣
鏡
が
棺
内
の
遺
体
の
頭
部
位
に
立

て
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
三
角
縁
神
獣

鏡
は
棺
外
に
、
反
射
面
を
内
向
き
に
し
て

棺
を
囲
む
よ
う
に
立
て
並
べ
ら
れ
て
い
た

か
ら
で
す
。
報
道
に
よ
る
と
、
邪
気
を
払

う
目
的
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ

と
で
す
が
、
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

三
角
縁
神
獣
鏡
は
初
期
ヤ
マ
ト
王
権
が

連
合
の
証
と
し
て
、
地
方
首
長
に
配
布
さ

れ
た
最
も
重
要
な
鏡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
椿
井
大
塚
山
古
墳
を
頂
点
と
し
た

同
簿
鏡

（同
型
鏡
）
の
分
布
か
ら
小
林
行

雄
さ
ん

（京
都
大
学
教
授
、
故
人
）
が
提

唱
し
た
仮
説
で
、
現
在
定
説
化
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
、
肝
心
の
ヤ
マ
ト

王
権
の
中
心
地
で
あ
る
桜
井
市

・
天
理
市

周
辺
か
ら
は
三
角
縁
神
獣
鏡
が
あ
ま
り
出

土
せ
ず
、
こ
の
仮
説
の
弱
み
と
い
わ
れ
κ

い
ま
し
た
。
今
回
の
発
見
は
こ
れ
を
払
拭

す
る
も
の
で
し
た
が
、
新
た
な
疑
問
も
出

て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
先
に
示
し
た
黒
塚
古
墳
に
お

け
る
鏡
の
配
置
で
す
。
繰
り
返
し
に
な
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
三
角
縁
神
獣
鏡
は
呪

物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
死
者

の
権
力
の
象
徴
と
な
る
の
は
ど
う
や
ら
平

縁
の
画
文
帯
神
獣
鏡
の
よ
う
な
の
で
す
。

三
角
縁
神
獣
鏡
が
最
重
要
だ
と
い
う
説
の

背
景
に
は
、
卑
弥
呼
が
魏
か
ら
も
ら

っ
た

「銅
鏡
百
枚
」
は
こ
の
鏡
で
物
的
、
初
期

ヤ
マ
ト
王
権
は
邪
馬
台
国
の
末
裔
だ
と
い

う
暗
黙
の
前
提
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

三
角
縁
神
獣
鏡
は
中
国
大
陸

・
朝
鮮
半
島

か
ら

一
枚
も
出
土
し
ま
せ
ん
。
、
三
角
縁
神

獣
鏡
は
す
べ
て
日
本
製
で
あ
る
と
い
う
説

も
あ
り
、
定
説
も
含
め
て
も
う

一
度
見
直

す
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

滋
賀
県
立
大
学
教
授
の
菅
谷
文
則
さ
ん

は
以
前
か
ら
、
三
角
縁
神
獣
鏡
は
そ
れ
ほ

ど
重
要
な
鏡
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て

い
ま
す
。
菅
谷
さ
ん
は
古
墳
時
代
の
鏡
を

大
き
く
四
つ
に
分
類
し
、
三
角
縁
神
獣
鏡

は
上
か
ら
二
番
目
の
ラ
ン
ク
だ
と
い
い
ま

す
。
左
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。

三
角
形

（ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
）
の
下
部
か

ら
上
部
へ
向
け
て
ラ
ン
ク
が
上
が
り
ま
す
。

④
は
倭
鏡

（大
型
、
三
角
縁
神
獣
鏡
を
含

め
て
明
ら
か
に
日
本
で
作
ら
れ
た
鏡
×
③

は
舶
載
の
三
角
縁
神
獣
鏡

（大
型
、
中
国

製
だ
と
さ
れ
て
い
る
）
、
②
は
中
国
鏡
（小

型

・
中
型
、
内
行
花
文
鏡
や
平
縁
の
神
獣

鏡
な
ど
Ｘ
①
は
特
別
に
作
し
れ
た
希
少
な

倭
鏡

（超
大
型
、
佐
味
田
宝
塚
古
墳
出
土

の
国
宝
家
屋
文
鏡
や
柳
井
茶
臼
山
古
墳
出

土
の
ダ
龍
鏡
な
ど
）
で
す
。

―
―
―
ｌ
ψ

上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

わ
か
り
や
す
く

い
え
ば
、
鏡

の
重
要
度

は
出
土
例
が
少
な

い
ほ
ど
増
す
と

い
う

こ

と
で
す
。
三
角
縁
神
獣
鏡
の
出
土
数
は
す

で
に
四
百
面
を
越
え
、
古
墳
時
代
の
鏡
の

全
出
土
数
の
三
分
の

一
近
く
を
占
め
ま
す
。

つ
ま
り
あ
り
ふ
れ
た
鏡
で
あ
り
、
そ
れ
ほ

ど
重
要
で
は
な
か

っ
た
と

い
う
の
で
す
。

菅
谷
説
の
当
否
は
と
も
か
く
、
黒
塚
古
墳

の
出
土
状
況
か
ら
こ
う
い
う
説
は
こ
れ
か

ら
は
も

っ
と
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

菅
谷
さ
ん
は
も
う

一
つ
お
も
し
ろ
い
視

点
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
黒
塚
古
墳
に
は

葺
石
と
埴
輪
が
な
く
、
王
権
の
中
心
地
に

あ
る
古
墳
と
し
て
は
特
異
だ
と
い
う
の
で

す
。
こ
の
周
辺
は
柳
本
古
墳
群
と
い
い
、

行
灯
山
古
墳
３
ホ
神

・
陵
）
、
渋
谷
向
山
古
墳

（景
行
陵
）
な
ど
前
期
の
前
方
後
円
墳
の

大
密
集
地

で
す
。
そ

の
い
ず
れ
も
が
葺

石

・
埴
輪
を
も

っ
て
い
る
の
で
す
。

今
は
樹
木
が
繁
茂
し
て
い
る
の
で
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
葺
石
の
あ
る
古
墳
は

築
造
当
時
は
巨
大
な
白

い
石
の
山
で
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
葺
石
の
な
い
古
墳
は
赤
茶

け
た
山
で
す
。
菅
谷
さ
ん
は
、
白

い
ワ
イ

シ
ャ
ツ
を
来
た
何
十
人
も
の
人
に
中
に
、

ぽ
つ
ん
と

一
人
だ
け
丸
裸
の
人
が
立

っ
て

い
る
の
よ
う
な
も
の
で
、
当
時
は
た
い
へ

ん
目
立

っ
た
は
ず
だ
、
と
い
い
ま
す
。
葺

石
の
な
い
前
期
の
重
要
古
墳
は
、
他
に
桜

井
茶
臼
山
古
墳
と
椿
井
大
塚
山
古
墳
が
あ

り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
大
量
の
鏡
を
副
葬

し
て
い
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
、

と

い
う

の
が
菅
谷
さ
ん
の
考
え

で
す
。

ラ

ン

ク

小
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平
成

一
〇
年
度
総
会
開
催

一
月
二
五
日

（日
）
午
後
四
時
半
か
ら
、

福
山
市
の
遺
族
会
館
で
平
成

一
〇
年
度
備

陽
史
探
訪
の
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
田
口
会
長
が
挨
拶
を
し
、
今
年

度
も
活
動
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
て
い
く

決
意
を
披
露
し
ま
し
た
。

続
い
て
石
森
啓
吾
さ
ん
を
議
長
に
選
出

し
て
議
事

へ
。
平
成
九
年
度
活
動
報
告
、

同
決
算
報
告
、
同
監
査
報
告
と
続
き
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
会
則

改
正
、
役
員
の
改
選
、
平
成

一
〇
年
度
活

動
計
画
、
同
予
算
案
が
発
表
さ
れ
、
す
べ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
解
任
後
、
午

後
五
時
四
〇
分
終
了
し
ま
し
た
。

会
則
の
改
正
は
、
今
回
役
員
と
し
て
新

た
に

「評
議
員
」
を
設
け
る
こ
と
に
伴

っ

た
も
の
で
、
部
分
改
正
で
す
。
評
議
員
は

各
部
会
か
ら
選
出
し
、
会
の
運
営
に
つ
い

て
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
方
々
で
す
。
こ

れ
は
会
員
数
が
三
百
名
に
迫
り
、
よ
り
充

実
し
た
会
の
運
営
を
行
な
う
に
は
、
役
員

の
拡
充
が
必
要
と
判
断
し
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
現
会
則
は
会
員
数
が
十
数
名
の

時
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
実
情
に
あ
わ
な

い
部
分
が
出
て
き
た
た
め
、
来
年
度
総
会

に
お
い
て
全
面
改
正
の
予
定
で
、
現
在
原

案
を
討
議
中
で
す
。

な
お
、
総
会
で
承
認
さ
れ
た
主
な
内
容

は
次
ベ
ー
ジ
か
ら
掲
載
い
た
し
ま
す
。

備
陽
史
探
訪
の
会
役
員
改
選

総
会
に
お
い
て
新
役
員

（任
期
二
年
）

が
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

名
誉
会
長
　
神
谷
和
孝

会
長
　
　
　
田
口
義
之

副
会
長
　
　
山
口
哲
晶
、
中
村
勤
史

馬
屋
原
亨

参
与
　
中
西
晃
、
末
森
清
司
、
後
藤
匡
史

佐
藤
洋

一
、
種
本
実
、
棗
田
英
夫

柿
本
光
明
、
広
川
茂
夫

事
務
局
長
　
平
田
恵
彦

事
務
局
員
　
佐
藤
秀
子
、
佐
藤
錦
士

寺
崎
久
徳
、
木
下
和
司

三
好
勝
芳
、
塩
出
基
久

（歴
史
民
俗
研
究
部
会
）

部
会
長
　
神
谷
和
孝
　
副
　
平
田
恵
彦

評
議
員
　
石
井
良
枝
、
佐
藤
壽
夫

（古
墳
研
究
部
会
部
会
）

部
会
長
　
山
口
哲
晶
　
副
　
網
本
善
光

評
議
員
　
七
森
義
人
、
篠
原
芳
秀

（城
郭
研
究
部
会
）

部
会
長
　
出
内
博
都

副
部
会
長
　
杉
原
道
彦
、
小
林
浩
二

評
議
員
　
黒
木
日
出
人
、
坂
本
敏
夫

高
端
辰
巳

★
監
査
委
員
　
一騰
井
忠
夫
、
杉
原
外
志
子

（助
田
蔵肛
）

☆
退
任
　
事
務
局
長
　
七
森
義
人

事
務
局
員
　
日
野
雅
友

長
い
問
ご
苦
労
様
で
し
た
。

平
成
１０
年
度
会
報
ｏ

行
事
案
内
発
送
計
画

１
／
１

（土
）
行
事
案
内

（事
務
局
に
よ
る
発
送
作
業
）

２
／
７

（土
）
会
報
８‐
号

（事
務
局
に
よ
る
発
送
作
業
）

３
／
１４

（土
）
行
事
案
内

翁
古
事
記
』
を
読
む
終
了
後
作
業
）

４
／
Ｈ

（土
）
会
報
８２
号

∩
古
事
記
』
を
読
む
終
了
後
作
業
）

５
／
１６

（土
）
行
事
案
内
と

『山
城
志
』

‐６

号

η
中
世
を
読
む
」
終
了
後
作
業
）

６
／
１３

（土
）
会
報
８３
号

亀
古
事
記
』
を
読
む
終
了
後
作
業
）

７
／
Ｈ

（土
）
行
事
案
内

η
古
事
記
』
を
読
む
終
了
後
作
業
）

８
／
８

（土
）
会
報
８４
号

η
古
事
記
』
を
読
む
終
了
後
作
業
）

９
／
１２

（土
）
行
事
案
内

貧
古
事
記
』
を
読
む
終
了
後
作
業
）

‐０
／
‐７

（土
）
会
報
８５
号

翁
中
世
を
読
む
」
終
了
後
作
業
）

Ｈ
／
‐４

（土
）
行
事
案
内

∩
古
事
記
』
を
読
む
終
了
後
作
業
）

‐２
／
‐９

（土
）
会
報
８６
号

■
中
世
を
読
む
」
終
了
後
作
業
）

☆
以
上
は
あ
く
ま
で
も
予
定
で
す
。
都
合

に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

CONFIDEN丁 IAL

備陽史探訪の会
個人情報が含まれるため掲載できません。
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勤目311‐11彙豊講壼座
=■=:ヨ

瞬豪:霧醤理議肇,彙き:会
日 程 講 座 内 容 講  師 会  場 参加数

1/26(1) 総会記念講座   『 ネヨLL`ワ ラt化月オ』 池田一彦 遠族会館 52名
2/22性 ) 第2口督土史講座『 杉原民とLL手銀LL城』 木下和 司 橋山市民会館会議壼 52名
3/29(1) 第3鰤土史講座『 毛利元就 と備後の国人』 田口義之 中央公民館 80名
4//2611) 第4瞬土史講座『 備後南部の終末期古墳』 網本善光 中央公民館 26名
5ノ/31(1) 第5瞬土史議塵『備南の磐座信 4rF』 平田恙彦 市民会館 40名
6/28性 ) 第6瞬土史講座『應仁文明期のLL内 首藤へ』 出内博都 中央公民館 30名
7/13は ) 朝椰土史議慶『 中せのLL城について』 本 IB 昇 広島県立歴史博場‖議: 詢180名

8//30{土 ) 第3麟上史講座『 芦口川上流域の後期古墳』 LL口 哲品 市民会館 39名
9/28(日 ) 第9口督土史講座『應仁以後の備後の争乱』 小林 浩ニ 中央公 民館 53名
10/25は ) 第10瞬土史講座『 系図か ら歴史を読む』 杉原道彦 中央公民館 30名
H/2911) 第11口椰土史講座『 河内町の業師城跡について』 篠原芳秀 襦山市民会館会議室 33名

12/13仕 ) 特‖椰土史講座『 中せ港湾遺跡の成果について』 佐藤昭嗣 中央公 民館 45名

■うな■二■三徒 |ヨ■:`電場負||■:1:■野:均驚墨RI:|:り ■■泊 :ネ :行

日 程 行 事 内 容 講   師 参加数

3/16(日 ) 特Jll企 画 高線ツアー院 就ゆか りの水軍戒を訪ねて』 輛農民資料館と共催 110名

3/23(日 ) 徒歩例会『 出キ銀 LL城に登 る』 城郭部会 73名

4/13(日 )
バス例会『 毛利元就の史跡め く

い
り■口椰山珈二登ろ―』 田口義之 98名

5/5(晴 ) 第15口規と子の古境こり『駅家町の吉墳 を歩こう』 山口。欄ホ・薇源 約70名

6/1(日 )
バス例会『広島光部の史跡め く

・
り』 歴 民研 46名

9/21(日 ) 秋の古墳 め く
゛
り『 世羅台地の苦墳め く

゛
り』 LL口・網本 48名

10/11・ 12(1日 ) 一泊旅行『 出雲・ 石見の旅』 旅行委員 41猛

H/16(日 ) 徒歩例会『瀬戸町の史跡め く'り 』 田口。出内 60名

12/7(日 )
バス例会『庄原雲丼城登LL会』 城郭部会 47名

定 :蒻難 :産

屯Dキ月第1土曜1 『 古墳講座Ⅳ』 古墳研究部会 LL口・ 網本 現地学習会

②苺月第2土曜日 『せ事記』 を読む 歴史民俗研究椰会 神谷・ 平田 中央公 民館

()キ月第3土曜日 『 備後古城記』 を読む 濃郭研究部会 出内博都 中央公民館,市民会館
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①月例研究会「中世を読む会」原則とヒて第3土曜日午後7時から。中央公民館で開催。

『備後古城記』を読む。―書精読。毎口 10名～ 18名 が参加。

②郷土史講座担当  市民会館・中央公民館会議室で開催。

2/22は)第 2口郷土史講座『杉原民と山手銀LL戒』       木下和司 欄市覧会船議壼

6/28は )第 6口椰土蛹座『應仁文明期のLL内 首藤氏』     出内博都 中央公民館

9/28(1)第 3口

"土

蜻座『應仁以後の備後の争乱』      小林浩二 中央公民館

H/29は)第 10瞬土史講座『河内町の薬師城跡について』   篠原芳秀 れ慨会齢議壼

③パス例会 12/7{日 )『庄原雲丼城登Lb会』④徒歩例会 3/16(口 )『山キ銀LL城に登る』

⑤山城測量調査 3/9 湯舟戒 (芦 田10「)参加 11名。

①第15口「親と子の七墳巡 り」5/5担 当。

駅家R「の音墳 (光塚古墳、大迫金環塚古墳、権現塚古墳、宝塚古墳、狐塚古墳、二子塚音墳)

②郷土史講座担当

4/26仕)『吉備の南部の後期吉墳について』  網本善光 中央公民館

8/30は)『 芦口川城領域の音墳について』   LL口 哲品 市民会館会議室

③第9口秋のせ墳巡 り『せ羅台地の後期古墳』担当 (H/10)。

御調町歴史民俗資料館、沼城、康徳寺苦墳、神口 1号古墳、近咸LL古墳などをめく
゛
る。

④ 賭 墳講座Ⅳ」苺月第 1土曜日 網本・ LL口 中央公民館 毎口8名～ 15名 が参加。

野外講座を中赴として実施 (夏季は室内にて講座を開 く)。

(1)潮崎LL古墳 (2)曽 根田白塚古墳 (3)尾 市古墳、加茂倉田遺跡

(4)足長古墳、神辺lBr歴 史民俗資料館、迫LL古墳群 (5)笠岡郷土館、関戸廃寺、長

福寺裏山古墳群 (6)藁江昔墳群 (7)長波苦墳、戸田 1号古墳、松本音墳

⑤掛迫 6子古墳測量調査報告書作成の継焼

各項目の設定及び執筆分担表に基づき原稿依頼、現在収集中。

田口義え 中央公民館

平田恙彦 中央公民館

杉原道彦 中央公民館

①郷土史講座担当 中央公民館会議室

3/29は)第 3口椰土競座『毛fll元就と備後』

5/31は)第 5口郷土嫌塵『備南の磐座信4rF』

10/25は)第 9口督土購塵『系図から歴史を読む』

②パス例会 6/1(日)『広島光部の史跡めく
゛
り』 平田恙彦

③苺月第2土曜日 『古事記Jを読む 苺口15名 ～25名 が参加 中央公民館会議室

④加茂町石像物分布調査の継続 11月 ～ 12月 の第2日 曜日に実施。

⑤現地学習会の実施 『吉備磐座紀行』参加 16名
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平 成 9年 度 支 出 入 決 算 報 告

監査の結果、上記の通,相違ないことを承認します0

平 成

監査委 員 藤丼 恙夫、杉原 外恙子 (FF)

0年 度 予 算  (1月 25日 総会 で承認 )

l!1円 があ,ま す。
金立積別特レ

・ト
途別＊

勘定項 目 収 入 額 横 要 勘 定項 目 支 出額 績 妥

会 費 732,500  261名 (22m) 会報FF喘 費 271,420

3,000X213=639,000

1,500X  l=  1,500

1,000X  2=  2,000

2,000X  l=  2,000

4,000X 22= 88,000

行事業内等印1費 会員名簿印尉含む

『出義恙』Fp喘 費 360, 000 会報複劇曖含む

通信 費 340, 580 切手代等
‘
員

‘
コ

エ
”

ム
ア

彙
暉 古墳石造物漏調査費等

講師料 等 111, 講師宿泊。交通費含t・

書籍等販売颯入 260, 780 『山畿恙』販売含む 事務 費等 57, 209 事務 費等

雑 収入 302, 477 例会根入・寄付等 広告 費 10, 300

銀行利 息 4, 785 諸会 費 58, 000

以上計 1, 300,542 劇途積立全 200. 000

首期縁滝全 429, 301 次期操滝金 245,041

総  計 1,729,843 総  計 1,729,343

収入 の部 支 出の部

項  目 予算額 摘 要 項  目 予算額

会費収ス 730,000 3000円 X210人

40001X 25担

『山畿恙]印刷費 300, 000

会鞣『備陽史採訪』印刷費 270, 000

行事業内等Fr刷 費 20, 000

雑 収入 450,000 偶会収入,書緒厳費等 郵送・通信費 350, 000

繰越 金 部会活動 費 100, 000

事務局 費 50, 000

般́経費・諾費用 200, 000

掛迫報告書代 100, 000

予備 費

総  計 1,425,041 総 計 1, 425,
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り日程 。会場が変更にな
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平成10年 2

る場合があります。

■1,i彗:な:を肇

日 程 講 座 内 容 講  師 会  場

1/25(8) 総会記念講座 『備後有地民の盛衰』 田口義之 遺族会館

2/28性 ) 第2口椰土史講座『邪馬台国時代の吉備 と出雲』 網本善光 福山市民国書催

3//28(1) 第3麟土史講座『備後の式内社について』 平田恙彦 市民会館

4/′ 25{土 ) 第4瞬土史講座『 太口庄地頭二善民について』 木下わ司 中央公民館

5/30は ) 第5口椰土史講座  『載口大名と[ての毛利た―毛利元就ll載目大名か?― 』 出内博都 中央公民館

6//27(1) 第6口

"土

史議鹿  『混題
'Kメ

ヒ』 柿本光明 中央公民館

7//25(1) 特‖椰土史講座   『翼題ラKメヒー秩の吉墳通りに関係ヒて―』 出口哲品 中央公民館

8/22は ) 第8口椰土史講座  『 lLフトは↑T夕4-古墳文化の本質を林る―』 晨 已和 弘 広島県立晨史博彎協議壼

9/26住 ) 第9瞬土史粧 『題未定』 石丼 良枝 中央公民館

10/31は ) 第10鴎土史粧『題未定』 七森義人 中央公民館

H/28住 ) 第H瞬土史粧『岩咸庄 ど正藤LL戒につヽヽて』 坂本敏夫 中央公民館

12/12性 ) 特踊椰土史講座   『呉題ラに
'こ

』 県蛭蛸械牲員 中央公民館

日 程 行 事 内 容 講   師

2/15(1) 徒歩例会『 芦田町の史跡め く'り 』 ロロ。戸口椰土史会

3/29(口 )
バス例会『雲丼城・ 甲出城に登 る』 威郭部会

4/19(1) バス例会『西大寺・ 牛窓の史跡め く
゛
り』 歴 民研

5ノ/5 秋3紛 徒歩例会 第16醜と子の吉墳遅り『 金江町の苦墳を歩こう』 苦墳部会

6//7(1) バス例会『 未定』 田口・ 木下

9/20(8) パス例会『象の古墳ダリ陶棺の謎にせまる―津めt墳ボ )―』 古墳部会

0/17018(1日 ) ―泊旅行『 但馬・ 丹後の史跡巡 り』 旅行委員

H/15(日 )
バ ス例会『 国史跡  高山城に登 る』 城郭部会

12/6(日 ) 徒歩例会『新市町の史跡め く
'り

』 ロロ。綱:1椰土史会

☆都合により日程・ コースが変更になる場合があります。

定 :期:講座

α)寺月第1土曜日 『 古墳講座Ⅳ』 古墳研究部会 網本善光 中央公民館

C)1月第2土曜日 『古事記』を読む 歴史民俗研究部会 神谷・ 平ロ 中央7AN民館・市民会曽

③l月第3土曜日 『 備後古城記』 を読む 颯椰研究部会 出内博都 中央公民館

☆都合により会場・時間が変更になる場合があります。
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①月例研究会「中世を読む会」 第3土曜日午後7時から。中央公民館で開催。

『備後古裁記』を読む。今年も継続 してやっていく。

②椰土史講座担当

1/25(1)競記念議慶 『備後有地民の盛衰』

4/25性 )第 4口椰土蜻塵『太口庄地頭三薔民について』

5/30は)第 5口椰土史議塵『戦国大名とヒての毛利氏Jttlll口焙か?―』 出内博都 中央公民館

H/2811)第 H瞬土史講座『岩成庄ど正藤LL城につヽヽて』 坂本敏夫 中央公民館

③山裁調査実施 例会下見などを通じて簡単な測量ヒたいと思っている。

④パス例会担当 3/29{口 )『雲丼戒'甲 LL戒に登る』。11/15(0『国史跡 高LL城に登る』

⑤徒歩例会担当 4/12(1)『二原桜LL誡に登る』

⑥山城測量調査 2/22(口 )尾越城 (瀬戸町)

田口義え  遺族会館

木下和司  中央公民館

福 LL市 民図書館

中央公 民館

①掛迫6号吉墳測量調査報告書の作成

昨年果たせなかった報告書を3月 いっばいまでに完成させたい。

②第16口 「親と子の音墳巡り」5/5担当

松永湾岸の音墳 (薬江吉墳群)を めく
゛
る。福LL市 どの共催に。

③郷土史講座担当

2/28は)第 2口椰土史講座『邪馬台国時代の吉備と出雲』 網本善光

7/2511)特‖椰土史粧 『題未定―よの吉墳運l口係L(― 』    LL口哲晶

④第10口「秋の吉墳巡り」担当 『陶棺の謎にせまる→ムの吉墳ダリー』

⑤「古墳講座V」 苺月第 1土曜日

本年度も原則とヒて現地の苦墳の探訪を実施 ヒ、野外学習会を実施

すでに 1月 11日 (日 )「備前車塚古墳」の見学会を実施。

ヒます。

①郷土史講座担当

3/28は )第 3口

"土

史粧『備後の式内社について』   平田恙彦 中央公民館

6/27は )第 6口

"土

蜻座『題未定』          柿本光明 中央公民館

②バス例会担当 4/25(3)『 西大寺・牛窓の史跡めく
゛
り』 神谷・ 平田

③毎月第2土曜日 『古事記』を読む 中央公民館会議室

最大は達成 したので最強を目指 ヒて今年もヒっかりとやっていきたい。

④加茂町の石造物分布調査

3月 からラlき 続き調査を継続する。来年には報告書出せるようにヒたい。

⑤現地学習会 秋に『吉備の磐座紀行Ⅱ』を予定している。



平成10年 2月 7日

深
津
市
の
栄
枯
盛
衰

え
び
す
さ
ん
は
い
ま
琴
平
に
お
わ
す

備陽史探訪 81号

深
津
市
は
現
在
の
福
山
市
蔵
王
町
の

一

部
の
地
名
で
あ

っ
た
。
福
山
市
と
合
併
す

る

（昭
和
三

一
年
）
ま
で
は
深
津
郡
市
村

と
い
っ
て
い
た
。
村
名
の
起
こ
り
は
当
時

そ
の
地
区
は
山
陽
道
で
も
有
名
な
深
津
の

市
が
あ
り
、
か
つ
て
盛
大
に
交
易
を
し
て

い
た
こ
と
に
因
む
も
の
で
、
「市
」
と
称
し

た
の
は
ず

い
ぶ
ん
早
く
か
ら
当
地
が
開
け

た
こ
と
も
証
拠
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

「備
陽
六
郡
志
』
に

「往
古
海
蔵
寺
と
い
う
寺
あ
り
。
当
村
の

生
土
八
幡
は
海
蔵
寺
の
鎮
守
な
り
し
と

ぞ
。
則
海
蔵
寺
の
跡
は
八
幡
の
境
内
に

あ
り
て
礎
今
に
残
れ
り
」
と
あ
る
。

こ
の
伝
海
蔵
寺
跡
は
、
昭
和
四
四
年
に

「宮
の
前
廃
寺
」
と
し
て
、
国
の
史
跡
指

定
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
時
の
調
査
に
よ

る
と
、
こ
の
寺
は
奈
良
時
代
の
前
期
か
ら

中
期
に
金
堂
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
、
三

重
と
思
し
き
塔
が
建
て
ら
れ
た
と

い
う
。

昭
和
五
年
に
宮
の
前
廃
寺
を
発
見
さ
れ

た
早
稲
田
大
学
の
西
村
真
次
博
士
の

『
日

本
古
代
市
場
の
研
究
」
に
、
代
表
的
な
古

代
市
場
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
大
和
の
市
場
は
寧
楽
（藤
原
京
）

で
あ
る
。
都
に
あ
り
、
文
化
の
中
心
だ

っ

た
か
ら
だ
。
ま
た
、
「記
紀
』
に
名
を
残

柿

本

光

明

し
、
古
代
か
ら
栄
え
て
い
る
市
場
と
し
て

は
高
市

・
軽
市

（摂
津
）
、
餌
香
市

（河

内
）
な
ど
が
あ
る
。
奈
良
時
代
で
は
地
方

市
場
と
し
て
阿
部
市

（駿
河
）
、
小
川
市

（三
野
）
が
あ
げ
ら
れ
、
深
津
市

（備
後
）

も
載

っ
て
い
る
。

海
蔵
寺
の
門
前
に
、
い
つ
の
頃
と
は
な

し
に
、
各
地
か
ら
綿
や
布
や
塩
や
馬
な
ど

が
集
め
ら
れ
、
遠
く
四
国
の
讃
岐
な
ど
か

ら
も
海
産
物
を
持
ち
込
ま
れ
て
交
易
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
が
深
津
の
市
で
あ

る
。
こ
の
問
前
市
は
当
時
、
大
変
賑
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

平
安
時
代
の
初
期
、
奈
良
薬
師
寺
の
僧

景
戒
に
よ
っ
て
撰
録
さ
れ
た
仏
教
説
話
集

『
日
本
霊
異
記
』
に
備
後
の
深
津
の
市
の

こ
と
が
出
て
い
る
。

「光
仁
天
皇
の
御
代
の
宝
亀
九
年

（七
七

八
）
の
冬
十
二
月
備
後
国
葦
田
の
郡
大

山
の
里
の
人
、
品
知
牧
人
が
正
月
の
も

の
を
買
お
う
と
、
同
国
の
深
津
郡
深
津

の
市
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
道
の
途
中

で
日
が
暮
れ
た
。
そ
こ
で
葦
田
の
郡
の

葦
田
の
竹
藪
に
泊
ま

っ
た
。
す
る
と
野

宿
し
て
い
る
所
の
あ
た
り
か
ら
声
が
し

て
、
『目
が
痛
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

牧
人
は
こ
の
声
を
聞
き
、　
一
晩
中
眠
ら

ず
に
う
ず
く
ま
わ緒
ぃ
た
。
明
く
る
朝
、

見
る
と

一
つ
の
偶
悽
が
あ

っ
た
。

（中

略
）
そ
の
冊
悽
は
人
間
の
姿
に
な

っ
て

「わ
た
し
は
葦
田
の
郡
屋
穴
国
の
穴
君

の
弟
公
で
す
。
盗
賊
の
叔
父
秋
丸
に
殺

さ
れ
た
も
の
で
す
（後
略
こ

と
告
げ
た
。

（中
略
）
盗
賊
秋
丸
は
、
す
べ
て
図
星

で
心
中
恐
ろ
し
く
な

っ
て
、
も
は
や
隠

す
こ
と
も
で
き
ず
に
自
状
し
た
。
「去

年
の
十
二
月
下
旬
、
正
月
元
日
の
物
を

買
お
う
と
、
わ
た
し
は
弟
公
を
い
っ
し
ょ

に
市
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
弟
公
が

持

っ
て
行

っ
た
物
は
、
馬

・
布

・
綿

・

塩
な
ど
で
し
た
。
途
中
、
日
が
暮
れ
、

竹
藪
に
泊
ま
り
、
こ
っ
そ
り
弟
公
を
殺

し
て
、
そ
の
持
ち
物
を
奪

い
取
り
、
深

津
の
市
に
行

っ
て
馬
は
讃
岐
の
国
の
人

に
売
り
、
そ
の
他
の
物
は
時
お
り
出
し

て
用
い
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
」

こ
の

『
日
本
霊
異
記
』
に

「
正
月
の
物

を
買
は
む
が
為
に
」
深
津
の
市
に
出
か
け

る
な
ど
と
記
述
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
深

津
市
は
古
く
か
ら
栄
え
た
有
名
な
市
場
で

あ

っ
た
。

南
は
海
上
三
五
キ
ロ
の
彼
方
、
四
国
の

讃
岐
よ
り
、
北
は
約
三
〇
キ
ロ
も
あ
る
芦

田

・
府
中
方
面
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
、

こ
の
海
蔵
寺
門
前
の
深
津
市
に
集
ま
り
、

盛
ん
に
交
易
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
か
、　
今
で
も

「宿
」

―
市
場
に

来
た
人
々
が
泊
ま

っ
た
と
こ
ろ
か
―
、

「馬
宿
」
―
馬
を
留
め
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

か
―
な
ど
の
地
名
が
残

っ
て
い
る
。

「備
陽
六
郡
志
』
の

「宿
の
夷
」
の
項
に

「宿
と
い
う
字
あ
り
、
昔
牛
馬
の
市
た
ち

た
る
所
あ
り
、
そ
こ
に
胡
の
社
あ
り
て

神
然
は
伽
羅
に
て
刻
た
る
萱
尺
餘
の
像

な
り
し
が

（略
と

と
あ
る
。

ま
た

『西
備
名
区
』
の
今
宿
の
項
に
は
、

「
元
禄
の
頃
ま
で
小
さ
き
町
が
あ
り
て
牛

馬
互
市
せ
り
。
胡
の
社
あ
り
し
が
、
神

外
伽
羅
木
に
て
作
れ
る
な
り

（略
と

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

え
び
す

（恵
比
須
、
戎
、
恵
比
寿
）
と

は
、
古
く
は
豊
漁
の
神
、
後
は
七
福
神
の

一
人
と
し
て
、
生
業
を
守
り
、
福
を
も
た

ら
す
神
と
さ
れ
て
お
り
、
狩
衣

・
指
貫

・

風
折
烏
帽
子
を

つ
け
、
右
手
わ
き
に
鯛
を

か
か
え
て
い
る
。
土
地
の
人
、
市
場
に
来

る
人
た
ち
も
、
こ
の
御
神
外
を
商
売
の
神

と
し
て
拝
み
、
市
場
の
繁
栄
を
祈
り
続
け

て
い
た
で
あ
ろ
う
。

海
が
深
く
湾
入
し
た
奥
に
あ
る
船
着
き

場
で
あ

っ
た
の
で
深
津
と
称
し
て
い
た
深

津
湾
も
、
時
が
立
つ
に
従

い
、
海
退
現
象

も
手
伝

っ
て
市
場
近
く
ま
で
入

っ
て
い
た

海
も
だ
ん
だ
ん
浅
く
な

っ
て
い
っ
た
。

た
と
え
ば
、
元
和
五
年

（
一
六

一
九
）

大
和
郡
山
の
城
主
か
ら
備
後

・
備
中
九
郡

十
万
石
の
領
主
に
封
じ
ら
れ
た
水
野
日
向

守
勝
成
も
、
備
後
神
辺
城
に
入
る
の
に
、

ま
ず
輌
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
田
尻
に
移
り
、
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そ
こ
か
ら
小
舟
に
乗
り
移

っ
て
市
村
の
網

木
に
舟
を

つ
け
、
こ
こ
か
ら
上
陸
し
て
神

辺
に
向
か

っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
浅
く
な

っ
た
深
津
湾
は
、

海
か
ら
市
場

へ
の
海
産
物
の
搬
入
も
讃
岐

と
の
取
り
引
き
も
で
き
な
く
な
り
、
だ
ん

だ
ん
さ
び
れ
衰
微
し
て
い
っ
た
と

い
う
。

な
お
、
市
村
沖
が
干
拓
さ
れ
た
の
は
、

水
野
美
作
守
勝
重

（後
の
勝
俊
）
が
国
許

総
奉
行
、
神
谷
治
部

・
小
場
兵
左
衛
門
に

命
じ
て

一
六
四
三

（寛
永
二
〇
）
か
ら
始

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
往
古
あ
れ
だ
け
栄
え
た
門

前
の
深
津
市
が
、
平
安
時
代
後
期

（？
）

の
海
蔵
寺
金
堂
焼
失
、
次

い
で
塔
崩
壊
に

よ
り
、
徐
々
に
衰
微
し
て
い
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
海
退
現
象
に
よ
り
、
船
の
出
入

り
が
困
難
に
な

っ
た
た
め
衰
え
た
の
か
、

い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の

「備
陽
六
郡
志
』

の
続
き
に

「
そ
れ
を
讃
岐
に
盗
ま
れ
、
そ
の
跡
に
地

蔵
を
建
置
さ
れ
り
。
件
の
胡
、
金
毘
羅

の
市
中
に
勧
請
す
。
是
よ
り
金
昆
羅
、

弥
増
に
繁
昌
す
る
と

い
へ
り
。
胡
を
盗

ま
れ
た
は
元
禄
の
頃
の
こ
と
な
り
」

と
あ
り
、
ま
た

「西
備
名
区
』
に
も

「
こ
れ
を
元
禄
年
中
に
盗
賊
奪

い
去
り
て

讃
州
に
漕
却
せ
り
、
今
金
昆
羅
山
の
下

の
町
の
胡
是
な
り
と
云
」
と
あ
る
。

私
は
こ
の
両
文
献
を
よ
く
読
ん
で
い
た

の
だ
が
、
伽
羅
木
の
胡
が
盗
ま
れ
、
金
昆

羅
山
の
下
の
町
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、

つ
い
最
近
ま
で
そ
れ
ほ
ど
気
に
留
め
て
い

な
か

っ
た
。
し
か
し
、
『備
陽
六
郡
志
』
に

「件
の
胡
、
金
毘
羅
の
市
中
に
勧
請
す
。

是
よ
り
金
毘
羅
、
弥
増
に
繁
昌
す
る
と
い

へ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
こ

の
伽
羅
木
の
胡
の
盗
難
が
深
津
市
の
衰
微

の
遠
因
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も

思
え
、
ま
た
、
胡
さ
ん
の
そ
の
後
も
気
に

な

っ
た
の
で
、
讃
岐
の
金
昆
羅
山

（琴
平

町
）
を
探
訪
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

岡
山
か
ら
Ｊ
Ｒ
瀬
戸
大
橋
戦
線
に
乗
り

換
え
、
土
讃
線
を
経
て
琴
平
駅
に
下
り
る
。

右
に
高
灯
籠
を
見
な
が
ら
鳥
居
を
く
ぐ

っ

て
大
宮
橋
を
渡
り
、
参
道
を
左
に
折
れ
る
。

さ
ら
に
、
両
側
に
商
店
の
並
ぶ
神
明
町
を

通

っ
て
左
に
折
れ
る
。
だ
が
、　
一
ノ
橋
を

渡
り
、
新
町
商
店
街
か
ら
旧
高
松
街
道
ま

で
歩
い
て
も
件
の
胡
が
見
当
た
ら
な
い
の

で
、
琴
平
駅
の
東
裏
に
あ
る
琴
平
町
役
場

（教
育
委
員
会
）
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
ち
ょ
う
ど

い
ま
町

史
編
纂
を
行
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

そ
の
担
当
者
に
会
わ
せ
て
く
れ
た
。
そ
の

際
、
深
津
市
に
あ

っ
た
伽
羅
木
で
作
ら
れ

た
胡
が
金
毘
羅
に
勧
請
さ
れ
た
胡
で
あ
る

と

い
う
記
事

含
備
陽
六
郡
志
』
と

『西
備

名
区
』
の
コ
ピ
ー
）
を
見
せ
、
こ
の
胡
を

探
し
て
い
る
と
話
す
と

一
瞬
驚

い
て
、

「実
は
琴
平
町
の
こ
の
胡
は
い
つ
ど
こ
で

作
ら
れ
た
か
を
調
査
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
胡
は
町
内
の
神
事
場
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

町
役
場
を
後
に
し
、
線
路
づ
た
い
に
琴

平
高
校
の
前
を
左
に
折
れ
、
線
路
を
渡

っ

て
今
橋
の
手
前
を
左
に
行
く
と
、
約

一
五

分
で
神
事
場
に
た
ど
り
着
く
。
神
事
場
の

西
側
を
流
れ
る
金
倉
川
に
は
、
橋
柱
が
な

く
、
屋
根
の
あ
る
珍
し
い
橋
が
架
か

っ
て

い
る
。
こ
れ
を
渡

っ
て
通
町
を
通
り
、
七

八
五
段
の
石
段
を
登
る
と
金
刀
比
羅
宮
に

辿
り
着
く
。
こ
の
神
事
場

（広
場
）
の
中

に
二
、
三
の
社
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
が
目

的
の
胡
社
で
あ

っ
た
。

琴
平
町
教
育
委
員
会
で
、
こ
の
胡
社
に

つ
い
て
次
の
よ
う
な
資
料
を
い
た
だ

い
た
。

「え
び
す
社

阿
波
町
神
事
場
内
に
建

っ
て
い
る
。
こ

の
え
び
す
さ
ん

（お
い
べ
っ
さ
ん
）
は

も
と
南
新
町
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。

文
久
元
年

（
一
人
六

一
）
九
月
、
新
町

か
ら
南
新
町
に
抜
け
る
道
の
西
側
、
東

向
き
に
祀
ら
れ
た
。
こ
れ
は
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
こ
の
辺
り
に
魚
会
所
が

出
来
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
元
治

元
年

（
一
人
六
四
）
阿
波
町
神
事
場
に

移
し
奉

っ
た
も
の
で
あ
る
。

祭
礼
は
毎
年
夏
、
行
な
わ
れ
て
い
る
。

世
話
役
は
阿
波
町
の
有
志
が
大
勢
そ
れ

に
当
た

っ
て
い
る
。

な
お
、
神
殿
の
前
の
石
灯
籠
は
、
阿
波

町
、
片
原
町
と
昔
の
阿
波
街
道
名
を
刻

ん
で
お
り
、
奉
納
の
年
は
、
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
で
あ
る
」

と
こ
ろ
が
、
『備
陽
六
郡
志
』
『西
備
名

区
』
と
も
に
、
盗
ま
れ
た
の
は
元
禄
年
間

（
一
六
人
八
～

一
七
〇
三
）
と
伝
え
て
い

る
の
で
、
琴
平
の
町
に
奉
納
さ
れ
た
の
は
、

仮
に
石
灯
籠
が
奉
納
さ
れ
た
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
と
し
て
も
、
五
、
六
十
年

の
誤
差
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
盗
ん

で
き
た
も
の
を
す
ぐ
に
祀
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、
ど
こ
か
に
隠
し
て
お
い
て
時
期

を
み
て
祀

っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

神事場のおいべっさん
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社
殿
の
鍵
を
開
け
て
も
ら
い
、
中
の
御

神
外
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
正
し

く
私
の
頭
の
中
に
描

い
て
い
た
胡
さ
ん
に

そ

っ
く
り
で
あ
る
。
紫
檀
と
も

い
え
よ
う

か
、黒
檀
と
も
い
え
よ
う
か
、
埃
を
か
ぶ

っ

て
黒
煤
け
た
し
た
御
神
外
を
手
に
し
て
み

て
、
ず

っ
し
り
と
し
た
重
み
に
身
の
引
き

締
ま
る
感
動
を
覚
え
た
。

こ
れ
が
、
あ
の
遠
き
昔
、
備
後
国
深
津

市
の
弥
栄
え
て
い
た
時
、
町
の
片
隅
に
御

座
し
た
胡
さ
ん
で
あ
る
。
盗
ま
れ
た
と
い

う
が
、
勧
請
さ
れ
も
す
る
。
時
代
の
流
れ

は
移
り
変
わ
り
、
琴
平
は
栄
え
、
市
村
は

衰
微
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
栄
枯
盛
衰
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
。

一　★勝醐蹴始動い螂始７車脚静に社
”

一　　さぃず肛一月はい
（つ部「りです。　一

一　鵬閾　軒難年則妙熱謂室　　　　”

【路
傍
の
文
化
財
】

古
墳
講
座
Ｖ

加
茂
造
山
古
墳
見
学
会

加
茂
造
山
古
墳
は
古
墳
時
代
中
期
の
巨

大
な
前
方
後
円
墳
。
墳
長
は
約
三
六
〇
ｍ
、

後
円
部
の
径
が
三
二
四
ｍ
あ
り
、
全
国
第
四

位
の
規
模
。
最
近
、
埴
輪
が
発
見
さ
れ
、
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

【実
施
要
項
】

《
日
　
　
程
》

二
月
七
日

（土
）

《
集
合
時
刻
》
午
後

一
時

三
〇
分

《
集
合
場
所
》
福
山
駅
北
口

「
福
山
キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
前
」

《
見
学
場
所
》

造
山
古
墳

（岡
山
市
新
庄
下
）
と
陪
塚
。

吉
備
路
考
古
館

（風
土
記
の
丘
内
）

《
募
集
数
》
限
定

一
五
名

《
参
加
費
》
実
費

（
一
五
〇
〇
円
程
度
）

☆
会
員

の
ク
ル

マ
に
分
乗
。
ク
ル

マ
を
出
し

て
く
だ

さ

っ
た
会

員
は
無
料
。
ガ

ソ
リ

ン

代

・
高
速
代
を

分
乗

し
た
他

の
三
人

で
分

担
。
資
料
代

・
保
険
料
を
含

み
ま
す
。

考
古
館

の
入
館
料
は
各
自

の
負
担

で
す
。

《
そ
の
他
》
歩
き
や
す

い
服
装
と
運
動
靴

で

ご
参
加
下
さ

い

（弁
当

は
不
要
で
す
）
。

《
受
付
》
山
口
古
墳
部
会
長
宅
ま
で
。

（
８

０
八
四
九
―

四
五
―
六

一
七
三
）

☆

ク
ル

マ
の
準
備

が
あ
り
ま
す

の
で
必
ず

電
話
し
て
下
さ

い
。

《
受
付
期
間
》

二
月

一
日

（日
）
～
三
日

（火
）

午
後

八
時
～
九
時

（時
間
厳
守
）

福
山
市
千
田
町
藪
路
か
ら
奈
良
津
町
に

越
す
旧
山
陽
道
の
北
麓
、
三
軒
屋
集
落
の

街
道
脇
に
四
国
八
十
八
ヶ
所
地
蔵
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
お
地
蔵
さ
ん
に
寄
り
添

う
よ
う
に
、
馬
像
を
刻
ん
だ
小
さ
な
石
碑

が
立

っ
て
い
る
。
三
軒
屋
集
落
の
南
端
に

近

い
Ｋ
化
学
工
業
の
西
手
か
ら
南

へ
百
数

十
メ
ー
ト
ル
の
間
に
四
基
の
供
養
塔
が
あ

る

（次
ペ
ー
ジ
別
図
参
照
）
。

福
山
に
築
城
さ
れ
、
城
下
町
が
形
成
さ

れ
て
か
ら
、
横
尾
か
ら
三
軒
屋
土
手
が
で

き
、
大
峠
を
越
え
、
胡
町
の
惣
門
に
い
た

る
道
が
、
広
い
後
背
地
か
ら
城
下
へ
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
な

っ
た
。
そ
の
場
合
、

地
形
的
に
み
て
千
田

・
横
尾
が
水
陸
の
要

衝
で
あ
る
。
す
で
に
「元
禄
検
地
御
水
帳
」

に
は
藩
営
渡
船
場
や
水
主
屋
敷
も
あ
り
、

横
尾
に
は
十
数
件
の
商
家
が
存
在
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
在
郷
町
横
尾
が
経
済
的

に
発
展
し
た
こ
と
は
、
幕
末
の

「千
田
宝

講
」
の
設
立
や

「福
山
藩
義
倉
」
の
設
立

者
河
合
周
兵
衛
の
活
躍
な
ど
に
よ

っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
千
田

・
横
尾

が
後
背
地
か
ら
大
消
費
地
福
山

へ
の
物
資

搬
入
の
集
散
地
に
な

っ
た
こ
と
は
当
然
で

あ
ろ
う
。
当
時
、
物
資
の
輸
送
と
い
う
と

街
道
に
眠
る
馬
の
供
養
塔
と
僅
謡

『藪
路
天
神
坂
馬
殺
し
』

出

内

博

都

舟
と
馬
で
あ
る
。
芦
田
川
の
舟
便
も
利
用

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
城
下
町
の
中
心
地

港
町
の
位
置
か
ら
み
て
、
最
短
距
離
は
藪

路

・
大
峠
道
で
あ
る
。
正
徳
年
間

（
一
七

一
一
～

一
七

一
六
）
に
三
軒
屋
土
手
が
築

か
れ
た
と
き
、
こ
の
道
は
か
な
り
改
修
さ

れ
た
と
は
思
う
が
、
も
と
も
と
現
国
道
大

峠
の
西
側
山
中
に

「塞
の
神
」
が
祀
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
か
な
り
の
急

坂
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

こ
こ
に

「藪
路
天
神
坂
馬
殺
し
…
…
」
の

但
謡
が
生
ま
れ
る
要
因
が
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
つヽ
。

千
田
の
地
籍
図
に
よ
る
と
、
「孫
才
」
と

い
う
地
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
ま
で
続

い
て
い
る

（現
在
の
公
民
館
＝
元
の
役
場
、

小
学
校
付
近
）
。
こ
の
地
名
の
由
来
は
人
名

と
も
み
ら
れ
る
が
、
「ま
ご
」
と
い
う
発
音

か
ら
最
も
端
的
に
思

い
出
さ
れ
る
の
は

「
馬
子
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
さ
い
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は

「宰
領
」

と

い
う
語
か
ら
転
化
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ

つヽ
か
。

小
学
館
の
国
語
辞
典
に
よ
れ
ば
、
宰
領

と

い
う
語
の
解
釈
の

一
つ
に

「宰
領
　
才

領
。
中
世
以
降
、
荷
物
を
運
送
す
る
駄
馬

や
人
夫
を
ひ
き

つ
れ
、
そ
の
指
揮
、
監
督
、
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護
衛
に
あ
た
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
役
」

と

い
う
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
か
な
り

し

っ
か
り
と
し
た
馬
子
の
集
団
管
理
施
設
、

そ
の
管
理
人
お
よ
び
物
資
の
保
管

・
配
分

の
総
合
施
設
が
考
え
ら
れ
る
。
現
代
流
に

い
え
ば
、
「
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
と
で

も

い
え
よ
う
か
。
こ
こ
か
ら

「馬
子
宰
」

が
生
ま
れ
、
そ
の
転
化
が
「
孫
才
」
と
な

っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『福
山
志
料
』
に
よ
れ
ば
、
深
津
郡
の

牛
馬
の
頭
数
は

「牛
　
八
四
〇
頭
、
馬

一
四
六
頭
」
で
あ
る
。
農
耕
用
の
家
畜
と

し
て
は
、
東
国
は
馬
、
西
国
は
牛
と
い
う

の
が

一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
地
方
で
は
、

馬
は
交
通

・
輸
送
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ

た
。
馬
が
村
に
十
頭
以
上
い
る
村
は
、
市

村
十
三
頭
、
引
野
村
十
三
頭
、
坪
生
村
十

五
頭
、
吉
田
村
十
三
頭
、
千
田
村
十
八
頭
、

中
津
原
村
十
五
頭
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
を

み
る
と
、
み
な
街
道
筋
の
村
々
で
あ
る
。

千
田
が
頭
数
が
最
も
多

い
の
も

「
馬
子

宰
」
と
い
う
施
設
が
あ

っ
た
た
め
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

荷
馬
車
は
昭
和
初
期
ま
で
物
資
輸
送
の

か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い
た
。
福
山
か

ら
三
十
余
キ
ロ
奥
の
私
の
郷
里
で
、
昼
過

ぎ
に
休
息
中
の
馬
車
の
小
父
さ
ん
に
、
馬

の

「
か
い
ば

（飼
料
と

と
し
て
葛
葉
か
ず

ら
の
葉
を
ホ
ボ
ロ
（ざ
る
）
に
つ
め
て
持

っ

て
い
き
、
飴
玉
な
ど
を
も
ら

っ
た
牧
歌
的

な
記
憶
が
甦

っ
て
く
る
。
そ
の
と
き
馬
車
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▽

一
二
月
六
日
（土
）

古
墳
講
座
Ｖ

「発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島

９７
」
見
学
会
。
参
加

一
五
名
。

▽

一
二
月

三
二
日
（土

・
昼
）

特
別
郷
土
史
講
座

「中
世
港
湾
遺
跡
の

調
査
成
果
に
つ
い
て
」
講
師
佐
藤
昭
嗣

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
主
任
学
芸
員
。

参
加
五
三
名
。
内
容
充
実
よ
か
っ
た
。

▽

一
二
月

〓
二
日
（土

・
夜
）

忘
年
会
。
参
加
四
六
名
。
全
体
的
な
行

事
で
は
最
後
の
集
会
。
全
員
無
礼
講
で

飲
み
ま
く
る
。
末
森
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ

近
江
か
ら
か
け
つ
け
て
く
れ
た
。

▽

一
二
月
二
〇
日
（土

・
昼
）

「古
事
記
』
を
読
む
。
参
加

一
七
名
。

「あ
あ
今
年
も
終
わ
っ
た
か
と
胸
撫
で
る
」

▽

一
二
月
一
δ

日
（土

・
夜
）

『備
後
古
城
記
』
を
読
む
。
参
加

一
五
名
。

本
当
に
平
成
九
年
度
最
後
の
行
事
で
す
。

▽

一
月

一
〇
日
（土
）

新
年
最
初
の
行
事
が
こ
れ
。

古
墳
講
座
Ｖ

『備
前
車
塚
古
墳
』
登
山

会
。
参
加

一
五
名
。
ち
ょ
う
ど
前
日
に

黒
塚
古
墳
で
大
量
の
鏡
が
発
見
さ
れ
、

グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
る
。

▽

一
月

一
〇
日
（土
）

同
じ
く
新
春
初
の
行
事
で
す
。
ハ
イ
。

『古
事
記
』
を
読
む
。
参
加

一
三
名
。
古

墳
部
会
と
行
事
が
重
な
り
、
か
な
り
の

人
数
が
そ
っ
ち
へ
流
れ
る
。
プ
ン
プ
ン
！

▽

一
月

一
一
日
（日
）

末
森
さ
ん
が
三
原
市
立
図
書
館
主
催
の

講
演
会

『国
史
跡
　
高
山
城
Ⅱ
』
の
講

師
を
務
め
る
。
会
員
が
大
挙
し
て
押
し

寄
せ
会
場
は
超
満
員
に
。

▽

一
月

一
一
日
（日
）

城
郭
部
会
の
主
催
で

『新
春
桜
山
城
登

山
会
」
を
実
施
す
る
も
、
「
天
は
我
を

見
放
し
た
か
！
」
の
涙
雨
。
や
む
な
く

中
止
、
四
月
に
順
延
と
な
る
。
雨
の
中

一
績
の
望
み
を
も

っ
て
待
ち
続
け
た
四

十
人
近
く
の
方
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

▽

一
月

一
七
日
（土
）

『備
後
古
城
記
』
を
読
む
。
参
加

一
五
名
。

▽

一
月
二
五
日
（日
）

郷
土
史
講
座

「備
後
有
地
氏
の
盛
衰
」

参
加
人
三
名
、
講
師
田
口
義
之
会
長
。

於
福
山
遺
族
会
館
。
会
場
は
超
満
員
。

資
料
が
足
ら
ず
に
コ
ピ
ー
に
走
る
。

▽

一
月
二
五
日
（日
）

四
時
半
か
ら
総
会
。
参
加
七
五
名
。
こ

れ
だ
け
多
く
の
方
が
総
会
に
出
席
下
さ

っ
た
の
は
初
め
て
。
於
福
山
遺
族
会
館
。

▽

一
月
二
五
日
（日
）

新
年
会
。
参
加
六
八
名
。
ひ
た
す
ら
飲

ん
で
語
る
。
こ
れ
、
備
陽
史
探
訪
の
会

の
伝
統
。
於
福
山
遺
族
会
館
。

★
講
座
な
ど
の
会
場
は
特
に
断
わ
り
が
な

い
場
合
は
す
べ
て
中
央
公
民
館
。



第
二
回
郷
土
史
講
座

邪
馬
台
国
時
代
の
吉
備
と
出
雲

邪
馬
台
国
時
代
は
弥
生
時
代
後
期
の
末
、

つ
ま
り
三
世
紀
初
頭
か
ら
中
葉
こ
ろ
ま
で

を
指
し
ま
す
が
、
卑
弥
呼
と
そ
の
宗
女
台

与
が
活
躍
し
た
時
代
と

い
っ
た
ほ
う
が
分

か
り
や
す

い
で
し
ょ
う
。
三
世
紀
末
に
な

る
と
、
ヤ
マ
ト
に
巨
大
な
箸
墓
古
墳
が
築

造
さ
れ
て
古
墳
時
代
に
入
る
の
で
す
が
、

ま
さ
に
そ
の
直
前
の
時
代
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
邪
馬
台
国
時
代
は
、
現
在
の
西
日
本

が
四
つ
の
大
き
な
文
化
圏

・
政
治
圏
、
す

な
わ
ち
「畿
内
」
コ
ロ
備
」
「出
雲
」
「北
部

九
州
」
に
分
か
れ
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
。

そ
の
う
ち
出
雲
と
吉
備
は
後
の
古
墳
に

つ
な
が
る
よ
う
な
大
き
な
盛
土
を
も

つ
墓

（墳
丘
墓
）
を
造
る
独
自
の
文
化
を
も

っ

て
い
ま
し
た
。
出
雲
は
四
隅
が
突
出
し
た

糸
巻
形
の
墓
を
造
り
、
吉
備
は
後
の
埴
輪

に
つ
な
が
る
特
殊
器
台

・
特
殊
壺
を
作
り
、

墳
丘
の
上
に
す
え
て
祭
祀
を
し
て
い
ま
し

た
。と

こ
ろ
で
、
出
雲
市
に
あ
る
西
谷
三
号

墓
は
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
と
し
て
最
大
級

の
規
模
の
誇
り
ま
す
が
、
そ
の
墳
丘
上
に

出
雲
系
土
器
に
混
じ

っ
て
何
故
か
吉
備
の

特
殊
器
台
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま

り
こ
の
時
期
、
吉
備
と
出
雲
は
何
ら
か
の

政
治
的
な

つ
な
が
り
が
あ

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
し
ば
ら
く
後
に
こ
れ
が
跡
絶
え
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て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
出
雲
で
は
消
滅

し
た
吉
備
の
特
殊
器
台
が
、
突
如
と
し
て

ヤ
マ
ト
の
発
生
期
の
古
墳
―
箸
墓

・
西
殿

塚

・
中
山
大
塚

・
弁
天
塚
―
の
墳
丘
上
に

現
れ
る
の
で
す
。
こ
の
吉
備
の
特
殊
器
台

の
動
き
は
邪
馬
台
国
時
代
の
何
ら
か
の
政

治
的
変
動
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

今
回
、
網
本
さ
ん
に
は
こ
の
大
き
な
謎

に
挑
戦
し
て
い
た
い
だ
き
ま
す
。

《実

施

要

項
》

《
日
時
》
二
月
二
八
日
（土
）
午
後
二
時

《
場
所
》
福
山
市
民
図
書
館
会
議
室

★
都
合
に
よ
り
会
場
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
講
師
》
網
本
善
光
さ
ん

（古
墳
部
会
副
部
会
長
）

《
資
料
代
》

一
〇
〇
円
程
度

第
二
回
郷
土
史
講
座

備
後
の
式
内
社
に
つ
い
て

式
内
社
と
は

『延
喜
式
』
神
名
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
神
社
の
こ
と
で
、
全
国
で

三

一
三
二
座
（神
）
、
二
人
六

一
社
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
式
内
社
は
少
な
く
と
も
平
安

時
代
以
前
よ
り
祭
祀
が
始
ま

っ
て
い
た
い

た
こ
と
が
明
確
な
神
社
で
、
言
い
換
え
れ

ば
と
て
も
由
緒
の
あ
る
神
社
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

し
か
し
、
式
内
社
の
中
に
は
、
祭
祀
が

現
在
ま
で
連
綿
と
続
く
も
の
も
あ
れ
ば
、

そ
の
所
在
地
さ
え
ま

っ
た
く
分
か
ら
な
く

な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
備
後
の
式
内
社
は

一
七

座

・
一
七
社
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

た
と
え
ば
、
沼
名
前
神
社
や
天
別
豊
姫
神

社
な
ど
有
名
な
神
社
も
あ
り
ま
す
が
、
比

古
佐
須
伎
神
社
な
ど
そ
れ
ほ
ど
名
前
の
知

ら
れ
て
い
な
い
神
社
も
あ
り
ま
す
。

三
月
の
郷
土
史
講
座
で
は

『備
後
の
式

内
社
」
と
題
し
て
、
そ
の
所
在
地
、
祭
神
、

社
名
の
由
来
、
沿
革
な
ど
を
平
田
歴
民
研

副
部
会
長
に
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。

《実

施

要

項
》

《
日
時
》
三
月
二
八
日
（土
）
午
後
二
時

《
場
所
》
市
民
会
館

《
講
師
》
平
田
恵
彦
さ
ん

（歴
民
研
副
部
会
長
）

《
資
料
代
》

一
〇
〇
円
程
度

一

加
茂
町
石
造
物
分
布
調
査
再
開

し
ば
ら
く
お
体
み
し
て
い
た
加
茂
町
の

石
造
物
分
布
調
査
を
こ
の
三
月
か
ら
再
開

し
ま
す
。
今
回
は
調
査
範
囲
を
広
げ
て
下

加
茂
地
域
を
中
心
に
調
査
し
ま
す
。

日
程
等
は
以
下
の
と
お
り
で
す
の
で
、

奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《実

施

要

項
》

日

　

程

　

一
二
月

八

日

（
日

）

三
月
二
二
日
（日
）

四
月
二
六
日
（日
）

集
合
時
間
　
午
前

一
〇
時

（終
了
予
定
は
午
後
三
時
半
頃
で
す
）

集
合
場
所
　
賀
茂
神
社

（加
茂
町
芦
原
）

そ
の
他
　
弁
当

・
飲
物
持
参
。
山
歩
き

の
で
き
る
服
装

・
靴
で
参
加
の
こ
と
。

《編
集
後
記
》

新
年
第

一
号
の
会
報
で
す
。
今
回
は
二

人
で
別
々
に
編
集
し
た
の
で
す
が
、
相
互

の
連
絡
が
あ
ま
り
う
ま
く
い
か
ず
、
編
集

に
手
間
取

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、

掲
載
さ
れ
た
文
章
は
い
ず
れ
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
よ
―
く
ご
賞
味
く
だ
さ
い
ネ
。

（磐
座
亭
主
人

・
遵
行
使
節
沙
弥
）

訃
報松

岡

正
⌒ら
雰
先
し
さ
ん

一
月
三

一
日
（土
）
午
後
九
時
四
分
、

入
院
先
の
共
済
病
院
で
肺
ガ
ン
の
た
め
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
二
歳
。

昨
年

一
一
月

一
六
日
、
一
緒
に
鳥
取
の

梶
山
古
墳
の
見
学
に
出
か
け
た
と
き
に

は
と
て
も
お
元
気
で
、
そ
の
時
、
春
ま
た

ど
こ
か
に
行
こ
う
と
約
束
を
し
た
ば
か

り
で
し
た
。
と
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。


